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I な人
いちのせきを愛する人

あい

出された。規制値を超える食品は出荷

できなくなった。
　安全がモットー。それだけに＊検査

結果が出るまでは「いてもたってもい

られなかった」と言う。「幸い、うちか

らはヨウ素もセシウムも検出されな

かった。ほっとした。今、大事なこと

は、生産者も消費者も風評に惑わされ

ず、正しい知識を持って冷静に行動す

安
全
・
安
心
へ
の
こ
だ
わ
り
は
男
の
プ
ラ
イ
ド

風
評
に
も
屈
し
な
い
頑
固
な
農
業
は
不
変

　経営する水田170アールのうち140

アールでＥＭ（有用微生物群）を使っ

た有機栽培に取り組む三浦克男さん。
「安全・安心を消費者に届けることが

農家の使命」と言い切る。安全へのこ

だわりが、違いのわかる米を生み、販
路は年々拡大している。
　人間の健康が食事で決まるのと一

緒で「米づくりは土づくり」からと93

年、アイガモ農法を導入、とことん有

機栽培にこだわってきた。「（ＥＭ米

は）慣行米と比べ、収量こそ落ちるが、
味と品質は折り紙付き」と絶対の自信

を持つ。
　米へのこだわりは少年時代から。仕
事が忙しい両親に代わって、子供たち

が当番制で「ご飯炊き」を担当した。４
人兄弟の末っ子だった克男さん。当番

のたびに「兄貴たちに負けないうまい

ご飯を炊いてやろう」と工夫を重ねた。
「まず、といだ米をザルでこし、ぬか分

を素早く抜く。それから30分ほどうる

かして炊くと、驚くほどうまいご飯が

炊ける」と少年のような顔を見せる。
　男のこだわりは克男さんのプライド。
生産者の顔が見える農業で消費者との

信頼を築いてきた。安全で安心、高品

質でうまいＥＭ米やアイガモの評価は

年々高まり、首都圏の消費者からはギ

フトの注文も舞い込むようになった。
　「近年、食の安全や環境の保全が叫

ばれ、本当に安全なもの、安心できる

ものが評価される時代になった。賢い

消費者が増えれば、正直な生産者は認

められる。だからチャンスだと思って

頑張ってきた」と振り返る。
　そんな矢先、あの東日本大震災は起

きた。東京電力福島第一原子力発電

所の事故で放射性物質が大気中に放

三浦克男さん

Profile　1941年藤沢町生まれ。㈲懸石農産代表。安全・安心

をモットーに、農薬や化学肥料を使わない米づくりを実践。
93年からアイガモ農法、97年からＥＭ（有用微生物群）栽培

米に取り組む。藤沢有機の会会長、認定農業者、水田環境

鑑定士。妻、長男、母と４人暮らし。藤沢町新沼在住。70歳

Miura Katsuo　70　農業　藤沢町新沼　

安全・安心をモットーに有機栽培に取り組む認定農業者

＊㈶環境化学研究所が行った放射性物質検査。
食品衛生法が定める食肉中の放射性セシウムの

規制値は500ベクレル／ kg

三浦さんの水田。有機農業の看板㊧。青は

空、緑は田、茶は土を表す。水田環境調査

㊨では最高ランクの「特A」に鑑定された。
「環境は自分だけでは守れない。地域の皆

さんの理解と協力があればこそ」と感謝する

ることだと思う。それが復興への一歩

につながると信じている」と前を見る。
　安全・安心至上主義はこれからも

変わらない。風評にも屈しない頑固な

農業で、地域を牽
けんいん

引する。

新月駅

宮城県の地名を語る駅
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市内室根町にある「新月駅」。昭和 4 年、大

船渡線・折壁―気仙沼間の営業開始に合わ

せて開業した。駅名の「新月」は宮城県の

旧新月村（現在の気仙沼市新月地区）に由

来する。近くで美容室を営む小山友子さん

（59）に案内していただいた。

かつては、朝一番の下りで 100 人以上の乗

り降りがあり、1 日の乗降客も 250 人以上

を数えたという新月駅。昭和 43 年から同

駅前で酒店を営む小山三郎さん（71）は「有

人駅だったころは、駅員さんとも家族同様

の付き合いをさせてもらいました。蒸気機

関車の汽笛の音や地響きには、何とも言え

ない情緒があったものです。今は乗り降り

する人も少なく、駅前の活気もなくなって

しまったのは寂しい限り」と当時を懐かし

む。

昭和 47 年に無人化され現在は、通学する

高校生が利用するほか、乗り降りする人も

まばら。昔と変わらぬ景色、静かに流れる

時間に時折響くキハの走行音。昭和の香り

が残り、懐かしく旅愁を誘うローカル線の

駅がそこにある。

市内の最も東にあり、人や物の往来を見

守ってきた新月駅。この駅を出ると上り列

車は折壁駅を目指す。

左：少し寂しく、懐かし

い景色。まばらに残った

冬柿の橙色が印象的

右：車窓から眺める冬の

景色が旅愁を誘う

自主的に清掃活動をし

ています。そのご縁も

あってか駅の管理を頼

まれ、名誉駅長にも任

命されました。駅員さ

んの引っ越しの際には

荷物を運ぶ手伝いをし

たことも。当時の駅員

さんたちとは、今でも

交流しています。

嫁いでから 35 年、毎日駅

を列車を見て暮らしていま

す。息子を含め、この辺

の高校生はみんな利用する

駅。地域の人たちで清掃活

動も行っています。

小山酒店　小山三郎さん

案内人

Local
S tation
シリーズ　　　　　大船渡線

Vol.01

駅

小山美容室　小山友子さん



45 I-StyleI-Style

I-Style

東北のほぼ中心、盛岡市と仙台市の中間にある一関市

は古くから岩手県南、宮城県北エリアの中核を担ってき

ました。2005年９月20日に一関市、花泉町、大東町、千厩
町、東山町、室根村、川崎村の７市

町村が合併。’11年９月26日には藤

沢町と合併し、「人と人、地域と地

域が結び合い、未来輝く　いちの

せき」を目指して確かな歩みを進

めています。

　市立舞川小6年の千葉天
たか

斗
と

君。4歳から本格的に体操競技

を始めて9年目の選手です。
　11月、静岡市で開かれた全

国ブロック選抜U-12体操競技

選手権大会で種目別「ゆか」と
「あん馬」で堂々の2位に輝き

ました。会場入りした瞬間、「う

まい選手がたくさんいて緊張し

た。できることを精一杯やろうと思った」そう。鉄棒で

失敗したものの、「失敗を恐れず思い切りやろう」と直

後に臨んだ「ゆか」で9.700、「あん馬」で9.600の高得

点をたたき出しました。
　「夢は？」との質問に

「体操でオリンピックに

出たい」と澄んだ瞳で

答える凛とした表情が

印象的でした。

いちのせきの広報誌
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点都市を目指して独自のスタイルで前進する誇り高きいちのせき（Ichinoseki）のイ

ンプレッション（Impression＝感動）、インテリジェンス（Intelligence＝知的情報）と

インフォメーション（Information＝お知らせ）を伝え、古里の魅力を、価値を、エネル
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種目別平行棒で３位に入賞した木村拓哉君（山目中２年）
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OF COMMUNITY
新春特集★明日を開く地域の力

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

を
凌り

ょ
う
が駕

す
る
よ
う
な
惨
劇
が
起
き
た
。
東
日

本
大
震
災
で
あ
る
。

　

巨
大
地
震
と
大
津
波
と
い
う
自
然
災
害

に
原
発
事
故
と
い
う
社
会
災
害
が
重
な
っ

た
国
内
史
上
最
悪
の
大
震
災
。
事
態
は
、
従

来
の
安
全
の
常
識
を
次
々
と
覆
し
、「
想
定

外
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
語
の
よ
う
に
飛
び

交
っ
た
。

　

当
市
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ
、
全

域
で
停
電
や
断
水
が
続
い
た
。
こ
う
し
た

中
、「
自
分
の
こ
と
は
後
回
し
」
で
被
害
の
大

き
い
沿
岸
被
災
地
に
駆
け
つ
け
た
人
た
ち

が
い
る
。
藤
沢
地
域
第
24
区
自
治
会
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
佐
藤
幸
生
さ
ん
も
そ
の
一
人
。

地
震
発
生
後
、
自
治
会
内
を
巡
回
し
て
自

治
会
員
の
安
否
を
確
認
す
る
と
、
15
日
に
は

徳
田
地
区
自
治
会
協
議
会
の
一
員
と
し
て

軽
ト
ラ
ッ
ク
に
物
資
を
積
み
込
み
、
宮
城
県

気
仙
沼
市
や
南
三
陸
町
へ
向
か
っ
た
。

　

「
気
仙
沼
は
妻
の
古
里
。
南
三
陸
は
隣
町
。

被
害
の
大
き
い
地
域
を
支
援
す
る
の
は
当

然
」
と
き
っ
ぱ
り
。
さ
ら
に
、
４
月
以
降
は
、

藤
沢
地
域
に
避
難
し
て
き
た
沿
岸
被
災
地

の
人
た
ち
を
物
心
両
面
で
支
え
て
い
る
。
佐

藤
さ
ん
は「
三
陸
と
内
陸
は
一
つ
。
支
援
と

い
う
よ
り
、
復
興
へ
向
け
て
心
を
寄
り
添
い
、

共
に
歩
い
て
行
く
こ
と
が
大
事
」
と
言
う
。

　

東
日
本
大
震
災
は
、
私
た
ち
の
価
値
観

を
大
き
く
変
え
た
。
多
く
の
人
が
家
族
や
地

域
の「
絆
」
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
震
災

を
機
に
、
市
民
の
安
全
・
安
心
へ
の
意
識
や

関
心
は
日
を
追
う
ご
と
に
高
ま
っ
て
い
る
。

「
想
定
外
」
を
踏
ま
え
た
災
害
に
強
い
ま
ち
、

災
害
に
強
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

新
春
に
当
た
り
、
心
を
寄
り
添
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
共
に
生
き
て
い
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
に
つ
い
て
考
え
る
。

Chinoseki

I-StyleChinoseki

さとう・こうき

1978年藤沢町生まれ。04年

に旧藤沢町自治会協議会が

主催した地域防災リーダー

養成研修を終了し、藤沢地域

第24区自治会防災リーダー

に。一関市消防本部消防長か

ら消防・防災セミナー指導者

の認定を受け、地域防災活動

の中心的役割を担っている。
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リ
ア
を
対
象
と
す
る「
地
域
型
」

と
地
域
を
越
え
た
つ
な
が
り
を

基
盤
と
す
る「
目
的
型
」
と
に
分

け
ら
れ
る
。「
地
域
型
」
は
市
町

村
な
ど
の
自
治
体
や
集
落
な
ど

で
、
防
災
、
防
犯
、
行
政
と
の
連

絡
調
整
な
ど
、
そ
の
役
割
は
重

要
。
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
上
で
欠
か
せ
な
い
。

　

「
目
的
型
」
は
市
民
の
行
動

や
活
動
な
ど
か
ら
生
ま
れ
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
趣
味
の
サ
ー
ク

ル
な
ど
多
種
多
様
。
自
治
区
や

学
区
な
ど
よ
り
も
広
い
地
域
を

活
動
範
囲
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
近
年
は
、
飛
躍
的
に

広
が
る
ネ
ッ
ト
社
会
に
よ
っ
て
、

バ
ー
チ
ャ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

も
急
増
し
て
い
る
。

震
災
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

大
切
さ
を
再
認
識

　

日
本
漢
字
能
力
検
定
協
会
が

募
集
し
た
２
０
１
１
年「
今
年
の

漢
字
」
に「
絆
」
が
選
ば
れ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
、
多
く
の

人
が
家
族
や
地
域
の「
絆
」
に
つ

い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
震
災

ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠
な

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　

地
域
社
会
は
英
語
でLocal 

C
om

m
unity （

ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
）。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

最
初
に
理
論
的
に
研
究
し
た
米

国
の
社
会
学
者
マ
ッ
キ
ー
バ
ー

（R. M
. M

acIver  

１
８
８
２
︱

１
９
７
０
年
）
は「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
は
基
礎
的
な
共
同
生
活

の
範
囲
。
そ
の
基
礎
標
識
は
地

域
性
と
共
同
意
識
」
と
定
義
し

て
い
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
一
定
の
エ

当初はごみ出しのルールが守られない、草刈り

などの行事に参加する人が少ない、一人暮らし

のお年寄りが心配など、悩みは尽きませんでし

た。そんな問題を一つ一つ解決していくために

班長会をつくりました。宿舎に届いた寄付金の

活用方法もアンケートを行って決めました。入居

者が共同で使う雪かきセットを購入したほか、一

部を「復興・感謝の会」の運営経費に充てました。

藤沢の皆さんの支援は私たちに前に進む勇気を

与えてくれました。ゆっくりでも、着実に前進して

いくことが恩返しにつながると思っています。

佐藤さき江さん
Sto Sakie

藤沢宿舎結いの会会長
56歳　宮城県気仙沼市出身

IN
T

ERVIEW 1_気仙沼市本吉町で炊き出しを行う藤沢町女性組織連絡会議の

皆さん／ 2_ 藤沢町へ避難してきた人たちを歌で励ます藤沢コーラ

スの皆さん／ 3_一緒に米を育て、収穫した米を復興支援米として

被災者に配った徳田地区の皆さん／4_ 藤沢宿舎集会所で行われ

た「復興・感謝の会」。メッセージを述べる畠山博自治区長／ 5_懇
親会では熱々の豚汁、おにぎり、おでんなどを囲んで交流した／
6_壁一面に展示された感謝の思いや入居者の歩みをまとめた資料

や写真／ 7_徳田地区の皆さんが伝統芸能の「田植え踊り」を披露

6

7

5

4
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3.11の震災で当たり前の日常が奪われ、
多くの人が家族や地域の「絆」を再認識させられた。
今、日本中で人と人とのつながりが見つめ直されている。

助け合い、支え合う真のコミュニティーとは？
その正体に迫る。

コミュニティーの再生急げ

震災で急浮上
コミュニティーの再構築

P ower of Community1

藤
沢宿舎班長会は10月30日、地元住

民や支援ボランティアらを招いて

「復興・感謝の会」を開いた。畠山博藤沢

地域自治区長をはじめ行政、自治会、団
体、ボランティアグループなどの関係者

約40人を招き、物心両面の支援に対し、
感謝の思いを伝えた。
　会場の集会所には、支援者への感謝の

思いや入居者の歩みをまとめた資料や写

真が掲示され、被災者の代表と支援者の

代表が、互いに感謝の言葉やメッセージ

を交換した。
　班長会の佐藤さき江会長（気仙沼市）

「復興・感謝の会」開き支援者に感謝する
は「避難所は大変だった。少しでも穏や

かな生活をしたくて藤沢に身を寄せた。
藤沢の皆さんの想像以上の支援とやさし

さに胸がいっぱいになった。本当にあり

がとうございます」と涙ながらに感謝し、
「藤沢は第二の古里。このつながりを大切

にしながら復興の歩みを進めたい」と決

意を述べた。
　宿舎中庭で行われた懇親会には被災

者の家族も参加した。班長会は、豚汁や

おにぎりなど手作りの昼食200食を振る

舞った。参加者は食事を囲みながら、震
災で出会った縁や人と人との絆の大切さ

をかみしめていた。

３
.11から９カ月。藤沢宿舎に暮らす

人たちは12月８日、自治組織「藤沢

宿舎結いの会」を設立した。同会は、震
災後、さまざまな事情で古里を離れ、藤

藤沢宿舎に入居する被災者が

が
き
っ
か
け
で
結
婚
を
決
め
た

「
震
災
婚
」
も
登
場
す
る
な
ど
、

今
、
日
本
中
で「
絆
」
が
見
つ
め

直
さ
れ
て
い
る
。
地
域
や
集
落

に
古
く
か
ら
あ
る「
結
い
」や「
近

所
付
き
合
い
」
も
そ
の
代
表
例
。

支
え
合
い
、
助
け
合
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
再
生
に
動
き
出
し
た

地
域
や
集
落
も
少
な
く
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
藤
沢
地
域

で
は
、
雇
用
促
進
住
宅
藤
沢
宿

舎
に
入
居
し
た
被
災
者
た
ち
が

自
治
組
織「
藤
沢
宿
舎
結
い
の

会
」
を
立
ち
上
げ
た
。
同
宿
舎
に

は
大
船
渡
市
、
陸
前
高
田
市
、
一

関
市
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
、
南
三

陸
町
な
ど
で
被
災
し
た
53
世
帯
、

１
２
５
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。
多

く
は
昨
年
４
、５
月
に
入
居
し

た
。
以
来
、
物
資
提
供
、
環
境
整

備
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
へ
の
招
待
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
通
し
て

交
流
を
深
め
て
き
た
。

　

入
居
す
る
被
災
者
は
７
月
に

自
治
組
織「
班
長
会
」
を
設
立
。

世
帯
状
況
を
把
握
し
て
ご
み
出

し
を
徹
底
し
た
り
、
路
上
駐
車

の
一
掃
を
図
っ
た
り
、
住
み
よ
い

環
境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
き

た
。
ま
た
、
み
ん
な
が
楽
し
め
る

交
流
会
や
心
を
癒
や
す
催
し
な

ど
も
企
画
し
た
。

　

初
め
は
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
な
く
て
、
ぶ
つ

か
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
、
集

沢宿舎に移り住んだ人たちが、感謝の心

を忘れず、人と人とのつながりを大切に

しながら自立することを目指すコミュニ

ティーだ。藤沢から復興へ向け、リスター

トした。
　組織設立に向けて事務局として関わっ

た前田都佐子さん（気仙沼市）は「藤沢に

越してきた人の多くは、大切なものを失っ

たり、日常を奪われたりした人たち。震災

がなければ一緒に暮らすことはなかった。
それぞれ心に傷を負い、いろいろな思い

はあるが、支え合って、共に前に進んで

いこうという思いから『藤沢宿舎結いの

会』と命名した。今、こうして一歩踏み出

せたのは支えてくれた藤沢の皆さんのお

かげ。皆さんに恩返しするためにも、いい

コミュニティーをつくって必ず復興しま

す」と力を込めた。

ま
る
た
び
に
付
き
合
い
が
深
ま

り
、
話
し
合
う
た
び
に
つ
な
が
り

は
強
く
な
っ
た
。

　

12
月
８
日
、
臨
時
総
会
を
開

い
て
自
治
組
織
の
名
称
を「
藤

沢
宿
舎
結
い
の
会
」
に
改
称
。
異

な
る
自
治
体
か
ら
集
ま
っ
た
人

た
ち
は
、「
復
興
」
と
い
う
目
標

に
向
か
っ
て
、
助
け
合
い
、
支
え

合
い
な
が
ら
リ
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

「
結
い
の
会
」
は
、
地
域
と
い

う
既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
越

え
て
誕
生
し
た
仮
設
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
だ
。
だ
が
、「
復
興
」
と

い
う
共
通
の
目
的
を
掲
げ
、
み

ん
な
で
集
い
、
付
き
合
い
、
つ
な

が
っ
て
、「
絆
」
が
生
ま
れ
て
い

く
そ
の
姿
は
、
既
存
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
に
一
歩
も
引
け
を
と
ら

な
い
真
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
言

え
る
。
そ
こ
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の

は
少
な
く
な
い
。
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下
し
、
か
つ
て
の
賑
わ
い
は
薄
れ
つ

つ
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
す
る

た
め
市
は
、
Ｊ
Ｒ
一
ノ
関
駅
か
ら

大
町
、
地
主
町
、
さ
ら
に
は
市
役

所
、
県
立
磐
井
病
院
跡
地
を
含
む

エ
リ
ア
を
対
象
に
、
中
心
市
街
地

形
成
の
基
本
方
針
と
な
る
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
た
。「
一
関
地

域
中
心
市
街
地
ゾ
ー
ニ
ン
グ
構
想
」

で
あ
る
。

　

ゾ
ー
ニ
ン
グ
の
整
備
は
、
勝
部
修

市
長
が
掲
げ
る
目
玉
事
業
。
磐
井

川
の
堤
防
改
修
事
業
を
機
に
、
公

共
施
設
の
再
配
置
を
含
め
、
市
街

ゾ
ー
ニ
ン
グ
構
想
を
打
ち
出
し
て

中
心
市
街
地
の
再
生
を

　

複
数
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
共
存

す
る
商
店
街
は
、
本
来
、
強
い
生
命

力
を
持
っ
て
い
る
。　

　

一
関
市
は
岩
手
県
南
・
宮
城
県

北
の
中
核
都
市
と
し
て
古
く
か
ら

発
展
し
て
き
た
。
Ｊ
Ｒ
一
ノ
関
駅
西

口
か
ら
広
が
る
市
街
地
は
、
多
く
の

店
が
建
ち
並
び
、
た
く
さ
ん
の
人
が

往
来
し
た
。

　

だ
が
、
近
年
は
、
郊
外
型
大
規
模

集
客
施
設
の
立
地
や
商
店
主
の
高

齢
化
な
ど
に
よ
り
都
市
機
能
が
低

◎ふれあい交流ゾーン
一ノ関駅から西に伸びる上の橋通りと地主
町に挟まれた市街地の中心区域がエリア。あ
らゆる世代の市民、観光や仕事で訪れる人
との交流、歴史・文化や自然を生かした潤
いと安らぎのある空間の創出などが役割。

地
を
機
能
別
に
と
ら
え
て
活
性
化

を
進
め
て
い
く
。
市
民
で
構
成
す
る

中
心
市
街
地
ゾ
ー
ニ
ン
グ
検
討
委

員
会（
畠
中
良
之
委
員
長
、
20
人
）

と
市
が
協
働
で
検
討
を
重
ね
た
ほ

か
、
一
関
商
工
会
議
所
な
ど
か
ら
の

提
言
も
反
映
さ
せ
た
。

　

具
体
的
に
は
、
Ｊ
Ｒ
一
ノ
関
駅
を

核
に
そ
の
周
辺
を「
情
報
発
信
ゾ
ー

ン
」
に
、
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺

を「
ふ
れ
あ
い
交
流
ゾ
ー
ン
」
に
、

旧
磐
井
病
院
跡
地
周
辺
エ
リ
ア
を

「
保
健
福
祉
・
行
政
ゾ
ー
ン
」
に
設

定
し
、
中
東
北
の
拠
点
と
し
て
、
世

界
遺
産
平
泉
の
玄
関
口
と
し
て
ふ

さ
わ
し
い
風
格
あ
る
市
街
地
形
成

を
目
指
す
。

大
事
な
こ
と
は
各
ゾ
ー
ン
が

役
割
を
果
た
す
機
能
す
る
市
街
地

　

山
目
町
で
安
政
年
間
か
ら
続
く

老
舗「
尾
上
屋
呉
服
店
」
を
営
む
畠

中
委
員
長
は
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
構
想
の

役
割
に
つ
い
て「
外
に
対
す
る
戦
略

的
な
情
報
発
信
と
内（
ゾ
ー
ン
）
に

住
む
人
の
誇
り
の
醸
成
」
と
語
る
。

市
民
に
す
れ
ば
、
否
応
な
く
ゾ
ー
ニ

ン
グ
さ
れ
て
し
ま
う
、「
だ
っ
た
ら

わ
く
わ
く
す
る
よ
う
な
楽
し
い
地

域
に
し
よ
う
」
と
い
う
わ
け
だ
。

　

か
つ
て
、
柵
ノ
瀬
橋
付
近
は
、
北

上
川
の
舟
運
の
要
衝
と
し
て
栄
え

た
。
だ
が
、
鉄
道
の
発
展
と
と
も
に

舟
運
は
衰
退
、
に
ぎ
わ
い
を
失
っ

県内２番目の面積と人口を誇る一関市。
居住地域も市街地から山間地まで幅広い。
市は、JR一ノ関駅周辺エリアを対象に、
中心市街地形成の基本方針となるグランドデザインを描いた。
人と人とを結び、現在から未来へとつながる市街地とは？
中東北の拠点として、世界遺産平泉の玄関口として

中心市街地を形成するコミュニティーを考える。

1_ふれあい交流ゾーンは市街地の

中心区域がエリア。旧ダイエーの建

物を利用した「新鮮館おおまち」な
どがある大町通り商店街はその中

核／ 2_ 磐井病院跡地には保健・
福祉機能を集約／ 3_隣接地に

移転した家庭裁判所・簡易裁判

所の跡地は公園として憩いの場に

／4_JR一ノ関駅周辺は情報発信

ゾーンとしてインフォメーション機能

を担う／ 5_大規模な堤防改修事

業に伴い磐井川河川公園も整備

市街地に機能を持たせることはとても良

いことです。特徴あるゾーニングは市民

意識の醸成につながるし、観光客にも説

明しやすくなります。まちづくりに市民の

気持ちを向かせることもゾーニングの大き

な役割。同じ方向に気持ちが向けば、自

ずとコミュニティーがまとまり、市街地も

賑わっていくと思います。玄関口の駅を中

心に東西自由通路が実現すれば、多くの

人が行き交うようになり、新しいコミュニ

ティーの誕生も期待できます。

船生律子さん
Funaoi Ritsuko

中心市街地ゾーニング
検討委員会委員
主婦　59歳　三関

Special Feature︱COMMUNITY︱Ichinoseki

中心市街地を活性化

ゾーニングで
機能的な市街地に

P ower of Community2

た
。
山
目
の
商
人
た
ち
は
生
き
残

り
を
か
け
て
外
商
に
出
た
。

　

「『
客
を
待
つ
』
か
ら『
売
り
に
行

く
』
商
売
へ
と
戦
略
を
変
え
た
。
外

で
も
商
売
で
き
る
粘
り
強
い
店
を

つ
く
っ
た
」
と
畠
中
委
員
長
。
尾
上

屋
呉
服
店
に
は
、
１
５
０
年
前
の
た

く
ま
し
い
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
今
な
お
、
し
っ

か
り
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　

客
か
ら
愛
さ
れ
て
強
く
な
る
。

強
く
な
る
こ
と
で
集
客
力
は
さ
ら

に
高
ま
る
︱
こ
れ
が
商
売
の
法
則

だ
。「
商
店
を
再
生
さ
せ
る
、
商
店

街
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
特
効

薬
は
な
い
。
だ
が
、
消
え
た
店
が
あ

る
一
方
で
元
気
に
頑
張
っ
て
い
る
店

も
あ
る
。
ゾ
ー
ニ
ン
グ
構
想
が
市
街

地
活
性
化
の
き
っ
か
け
に
な
る
こ

と
は
理
想
だ
が
、
そ
れ
と
は
別
に
商

店
個
々
の
努
力
も
必
要
」
と
冷
静
に

分
析
す
る
。

　

商
店
、
企
業
、
住
宅
や
公
共
施
設

が
林
立
す
る
市
街
地
は
多
面
的
な

機
能
と
役
割
を
担
い
、
複
数
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
共
存
す
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
が
機
能
す

れ
ば
、
相
乗
効
果
で
飛
躍
的
に
発

展
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

「
行
政
任
せ
で
は
な
く
、
自
立
す

る
こ
と
が
大
事
。
そ
こ
に
再
生
の
糸

口
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
分

た
ち
で
予
算
を
立
て
、
執
行
す
る
仕

組
み
が
ほ
し
い
。
行
政
の
支
援
と
理

解
が
不
可
欠
だ
」

　

確
固
た
る
決
意
で
明
日
を
見
る
。

IN
T

ERVIEW

釣山公園▲

磐井川

田村歴史の小道

旨いもん特区

東
北
本
線

東
北
新
幹
線

●東口交流
センター

◎保健福祉・行政ゾーン
磐井病院跡地周辺がエリア。市や県の行政
機関の連結した保健福祉サービスが期待さ
れる。磐井病院跡地への保健センター、八
幡町・あおば統合保育園、子育て支援セン
ターなど保健・福祉機能を集約・整備する。

◎その他
情報発信ゾーンの中には、地域資源を情報
発信する「旨（うま）いもん特区」、ふれあい
交流ゾーンの中には点在する歴史的建造物
などを散策しながら楽しむコースとして「田
村歴史の小道」もそれぞれ設定している。

◎情報発信ゾーン
駅周辺から東北本線沿いの北側がエリア。
多様な情報発信機能や世界遺産「平泉」の
玄関口としてのガイダンス機能を発揮する。
「食」、「酒」や「音楽」といった地域資源を活
用したにぎわいの創出が期待される。

保
健
福
祉
・
行
政
ゾ
ー
ン

ふれあい交流ゾーン 情報発信ゾーン

一ノ関駅●

一関文化センター
●

1

2

4

3

5

市役所●

●磐井病院跡地

ふれあい交流ゾーンは市街地の

中心区域がエリアだ。「わくわく

するような楽しい地域をつくりた

い」と語る中心市街地ゾーニング

検討委員会の畠中良之委員長
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大東町京津畑集落の「食の文化祭」をきっかけに、

集落の女性たちを中心に02年にオープン。40代

から80代の11人のスタッフが、郷土の味を守り、

発信するために年中無休で運営している。地元

産の食材にこだわったメニューは

▲

「げんべだ」

「ぼたもち」などの昔おやつ

▲

手作り弁当

▲

仕出

し

▲

餅

▲

漬け物―など60品目。工房で製造され

た商品は、道の駅やスーパーなどでも販売され

ている。冬のオススメは漬け物とギフトセット。

工房は宿泊と食事を提供す

る京津畑交流館「山がっこ」

内にあり、施設の運営も行っ

ている。同施設は06年３月に

閉校した京津畑小学校の校

舎を再利用したもの。集会施

設だけでなく、グリーンツー

リズム推進の拠点として期待

されている。

地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。『
温
故

知
新
︱
過
去
は
未
来
の
み
ち
し
る
べ
』

を
合
言
葉
に
、
昔
の
食
事
、
足
元
に
あ

る
食
を
見
直
し
な
が
ら
元
気
を
生
み

出
し
て
い
く
祭
り
だ
。
震
災
は
私
た
ち

に
、
大
切
な
こ
と
を
気
付
か
せ
て
く
れ

た
。
そ
の
一
つ
が
絆
。
絆
こ
そ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
原
点
。
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
」
と
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
強
調
す
る
。

　

自
治
会
事
務
局
長
の
伊
東
鉄
郎
さ

ん（
57
）
は「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
を

高
め
る
た
め
に
は
、
活
動
の
場
や
交
流

の
機
会
を
増
や
し
て
住
民
の
出
番
を

多
く
す
る
こ
と
が
大
事
。
一
人
一
人
に

役
割
が
あ
れ
ば
み
ん
な
が
主
役
に
な

れ
る
し
、
み
ん
な
で
責
任
を
共
有
で
き

る
」
と
成
功
の
秘
訣
を
明
か
す
。

　

京
津
畑
に
は
郷
土
愛
が
あ
る
。
協

働
の
精
神
が
息
づ
い
て
い
る
。
強
固

な
絆
で
結
ば
れ
た
人
た
ち
が
共
鳴
し

あ
っ
て
理
想
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
築

い
て
い
る
。
山
が
っ
こ
に
は
、
今
日
も

元
気
な
声
が
響
き
わ
た
る
。

地
域
の
総
力
を
結
集
し
た

食
の
文
化
祭

　

市
の
中
心
部
か
ら
約
40
キ
ロ
。
奥

州
市
江
刺
区
と
気
仙
郡
住
田
町
に
接

す
る
大
東
町
の
北
端
に
京
津
畑
集
落

は
あ
る
。
53
世
帯
１
５
０
人
が
暮
ら
す

山
間
の
小
規
模
集
落
で
、
高
齢
化
率

は
45
％
に
達
し
て
い
る
。

　

加
速
す
る
過
疎
化
へ
の
危
機
感
か

ら
自
治
会
を
立
ち
上
げ
た
の
は
91
年
。

会
長
の
菊
池
建
さ
ん（
79
）
は「
自
分

た
ち
の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
守
ら
な

け
れ
ば
。
そ
ん
な
意
識
で（
自
治
会
を
）

立
ち
上
げ
た
」
と
思
い
を
語
る
。
以
来
、

自
治
会
が
中
心
と
な
っ
て
食
文
化
の

伝
承
、
環
境
保
全
活
動
や
高
齢
者
の

除
雪
支
援
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

山
里
の
食
文
化
を
発
信
す
る「
京

津
畑
ま
つ
り
食
の
文
化
祭
」
は
同
自
治

会
の
代
表
的
な
活
動
の
一
つ
。
旧
京
津

畑
小
を
再
生
し
た
会
場
の
京
津
畑
交

流
館「
山
が
っ
こ
」
に
は
自
慢
の
家
庭

料
理
、
お
や
つ
や
行
事
食
な
ど
２
５
０

点
も
の
ご
ち
そ
う
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。

古
里
の
味
を
求
め
て
、
市
内
外
か
ら
大

勢
の
来
場
者
が
訪
れ
る
。

　

地
元
の
小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、
地
域
の
総
力
を
結
集
し
た
一
大

イ
ベ
ン
ト
の
モ
ッ
ト
ー
は「
お
も
て

な
し
」。
回
を
重
ね
る
た
び
に
リ
ピ
ー

Special Feature︱COMMUNITY︱Daito Kyotsuhata

京津畑の主な受賞歴

●京津畑自治会

第６回岩手県いきいき中山間賞知事賞

（2000）／地域に根ざした食生活推進コ

ンクール全国優秀賞（2001）／第１回むら

の伝統文化顕彰農林水産大臣賞（2001）
●やまあい工房

農山村漁村女性チャレンジ活動優良賞

（2006）／第18回食アメニティーコンテス

ト農村振興局長賞（2009）／一関地方い

きいき実践活動部門賞（2011）

市の北端に元気で快適なコミュニティーがある。
わずか53世帯、高齢化率45％の大東町京津畑集落だ。
高齢者の豊かなスキル、女性たちの機動力、
若い世代のエネルギーを結集し、
家族のような「愛と絆で夢をつなぐ」が京津畑の流儀。
集落の限界を「元快」へと変えた

起死回生の突破口とは？

中山間地を蘇生

山村の価値観を変えた
京津畑の「絆」

P ower of Community3
タ
ー
が
増
え
て
い
る
ほ
か
、「
地
域
づ

く
り
の
手
本
に
」
と
、
そ
の
取
り
組
み

を
学
び
に
来
る
人
も
少
な
く
な
い
。

「
過
去
は
未
来
の
み
ち
し
る
べ
」

食
を
見
直
し
元
気
を
発
信

　

食
の
文
化
祭
を
き
っ
か
け
に
02
年
、

集
落
の
女
性
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て

「
京
津
畑
郷
土
食
研
究
会
や
ま
あ
い
工

房
」（
10
年
に
法
人
化
。
現
在
は「
農
事

組
合
法
人
京
津
畑
や
ま
あ
い
工
房
」）

を
設
立
。
▼
郷
土
食
の
製
造
・
販
売
▼

高
齢
者
へ
の
弁
当
宅
配
▼
贈
答
品
の

通
信
販
売
︱
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

工
房
事
務
局
の
伊
東
靖
子
さ
ん

（
53
）
は「
年
中
無
休
で
す
。
11
人
の
ス

タ
ッ
フ
が
交
代
で
製
造
、
販
売
し
て
い

ま
す
。
工
房
の
ほ
か
に
道
の
駅
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
に
も
出
し
て
い
て
、
い
ず
れ

も
販
売
は
好
調
。
贈
答
品（
漬
け
物
や

切
り
餅
の
ギ
フ
ト
）
の
注
文
も
増
え
て

い
ま
す
」
と
に
っ
こ
り
。
原
料
の
８
割

は
地
元
産
。
安
全
・
安
心
に
こ
だ
わ
っ

た「
新
鮮
で
う
ま
い
無
添
加
の
食
」
は
、

郷
土
食
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
京
津
畑

の
Ｐ
Ｒ
に
も
一
役
買
っ
て
い
る
。

　

「
食
の
文
化
祭
」
は
、
楽
し
く
て
、
魅

力
い
っ
ぱ
い
の
祭
り
だ
。
京
津
畑
の
食

を
求
め
て
訪
れ
る
人
は
も
ち
ろ
ん
、
迎

え
る
側
の
表
情
も
輝
い
て
い
る
。
京
津

畑
に
生
き
る
喜
び
を
感
じ
て
い
る
か

ら
だ
ろ
う
。

　

菊
池
会
長
は「
京
津
畑
は
共
助
の

「食の文化祭」の目的は交流による地域活性化。

一つは自治会内の交流、もう一つはよそから来

てくれる人との交流です。高齢化が進み、フット

ワークよく活動することは難しいですが、知恵を

集め、力を合わせて、京津畑に来てくれる皆さん

と楽しく交流しながら元気を創り出したいです。

伊東鉄郎さん
Ito Tetsuro
京津畑自治会
事務局長
57 歳　大東町中川

IN
T

ERVIEW

82 年に同じ大東町の渋民から京津畑に嫁ぎ

ました。皆さんから「よく来たなぁ」と言われ、

地域を挙げて歓迎してもらいました。皆さんす

ぐに受け入れてくれました。地域の誰もが顔

見知りで、一緒に頑張る京津畑は自慢の古里

です。京津畑に誇りを感じています。

伊東靖子さん
Ito Yasuko

農事組合法人
京津畑やまあい工房事務局
53歳　大東町中川

IN
T

ERVIEW

京津畑やまあい工房
Yamaai Kobo

農事組合法人

懸田等代表理事
大東町中川字上ノ山 59-2　☎ 0191-74-4888

7_旧京津畑小学校を再利用した京

津畑交流館「山がっこ」／ 8_やま

あい工房の人気メニュー／ 9_ フキ

を加工して漬け物を作る女性たち

1_山がっこのある京津畑集落。中川川沿
いに広がる農村空間は日本の原風景／
2_スタッフの背中には「山がっこ」の文字
／ 3_会場には京津畑の旬の味がずらり。
写真は栗おこわ／4_勇壮な踊りで会場
をわかす丑石鹿踊り保存会／ 5_会場に
は笑顔があふれる／ 6_わずか150人の
集落が千人以上で賑わった「食の文化祭」

12345

6

7

8

9
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　　　INTERVIEW

　一関コミュニティFM 株式会社の創立総会は昨年11月30日、千厩町のマリ

アージュで行われた。総会には株主や関係者など約50人が出席。定款、取締役

と監査役選任などの５議案を承認した。総会終了後には取締役会が行われ、代

表取締役に発起人代表の村上耕一

氏を選出、歴史の一歩を踏み出した。

　出資者は68人。合わせて約 3500

万円の出資金が集まった。同社は３

月末まで１株当たり５万円の株式を

公募するほか、一関コミュニティFM

の愛称なども募集する。

Special Feature︱COMMUNITY︱Community  FM

今春、一関にコミュニティＦＭ放送局が開局する。
コミュニティ放送（コミュニティＦＭ）は
「いつでも、どこでも、誰でも」が特徴。
日常は、身近な情報で人をつなぎ、
災害時は、防災情報で命をつなぐ

最強のコミュニティーツールだ。
ラジオでつながるコミュニティーは

新しい一関スタイル。

情報化を推進

ラジオでつながるコミュニティー
ＦＭは最強ツールだ

P ower of Community4

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は

地
域
密
着
型
の
ラ
ジ
オ
放
送

　

市
は
12
年
４
月
、
公
設
民
営
方

式
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
局
を

開
局
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
を
開

始
す
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
と
呼
ば
れ
る

こ
の
放
送
は
、
92
年
の
放
送
法
施

行
規
則
な
ど
を
改
正
し
て
制
度
化

し
た
放
送
局
形
態
の
一
つ
。
具
体

的
に
は
、
Ｖ
Ｈ
Ｆ
（
超
短
波
）
の

76
・
１
〜
90
・
０
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
中

の
周
波
数
を
Ｆ
Ｍ
（Frequency 

M
odulation

）
と
呼
ば
れ
る
方
式
で

変
調
し
て
使
用
す
る
ラ
ジ
オ
放
送

だ
。
市
販
の
Ｆ
Ｍ
対
応
ラ
ジ
オ
で

聴
取
で
き
る
。

　

聴
取
エ
リ
ア
は
、
従
来
の
Ｆ
Ｍ

放
送
対
象
地
域
で
あ
る
広
域
放
送

や
県
域
放
送
よ
り
狭
く
、
小
規
模

イ
ベ
ン
ト
や
場
内
放
送
な
ど
で
用

い
ら
れ
る
ミ
ニ
Ｆ
Ｍ
よ
り
広
い
。「
地

域
密
着
」「
市
民
参
加
」「
防
災
や

災
害
時
の
放
送
」
な
ど
が
特
徴
で
、

市
民
の
暮
ら
し
に
最
も
身
近
な
放

送
メ
デ
ィ
ア
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
さ
ら
に
、
Ｆ
Ｍ
放
送
（
超

短
波
）
は
Ａ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送（
長
波
、

中
波
）
と
比
べ
て
、
音
楽
な
ど
に

適
し
た
高
音
質
の
番
組
を
放
送
で

き
る
特
性
が
あ
る
。

身
近
な
情
報
を
発
信

人
を
つ
な
ぐ
メ
デ
ィ
ア
の
魅
力

　　

地
域
密
着
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
。
身
近
な
情
報
、
顔
の
見
え

る
放
送
は
、
安
心
し
て
聴
く
こ
と

が
で
き
る
。
知
り
合
い
や
な
じ
み

の
場
所
が
放
送
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
広
域
放
送
以
上
に
熱
烈
な
リ

ス
ナ
ー
（
聴
者
）
が
多
い
と
も
言

わ
れ
る
。
Ｆ
Ｍ
で
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
、
Ｆ
Ｍ
か
ら
生
ま
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
地
域
活
性

化
の
起
爆
剤
と
し
て
も
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　

放
送
に
必
要
な
施
設
や
設
備
は

市
が
整
備
。
昨
年
11
月
に
設
立
し

た
「
一
関
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
株
式

会
社
」（
村
上
耕
一
社
長
）
が
、
施

設
と
設
備
を
活
用
し
て
放
送
事
業

を
展
開
す
る
。
同
社
の
事
務
所
と

ス
タ
ジ
オ
は
大
町
の
旧
ダ
イ
エ
ー
建

物
内
に
設
置
さ
れ
る
。

　

開
局
と
併
せ
、
同
Ｆ
Ｍ
放
送
だ

け
を
受
信
で
き
る
ラ
ジ
オ
が
事
業

所
を
含
め
た
市
内
全
戸
に
無
償
で

配
ら
れ
る
。
災
害
発
生
時
に
は
自

動
的
に
災
害
放
送
に
切
り
替
わ
り
、

市
災
害
対
策
本
部
の
防
災
情
報
を

速
や
か
に
提
供
す
る
機
能
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

　

07
年
に
開
局
し
た
奥
州
エ
フ
エ

ム
の
佐
藤
孝
之
放
送
局
長
は
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
地
元
の
人
た
ち

の
た
め
も
の
。
リ
ス
ナ
ー
の
役
に
立

つ
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
は
つ
な
が
っ
て
い
く
」
と

ア
ド
バ
イ
ス
す
る
。

災
害
時
や
停
電
時
で
も
活
躍

Ｆ
Ｍ
は
最
強
メ
デ
ィ
ア
だ

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
、
テ
レ
ビ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
と

異
な
り
、
災
害
時
や
停
電
時
で
も

機
能
す
る
メ
デ
ィ
ア
だ
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
携
帯
電

話
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
遮
断
さ
れ

た
中
、
災
害
発
生
直
後
か
ら
24
時

間
体
制
で
、
災
害
情
報
と
共
に
道

路
情
報
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
営
業

状
況
な
ど
「
す
ぐ
に
必
要
な
身
近

な
情
報
」
を
発
信
し
た
。
市
民
か

ら
は
「
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
情
報
源
」
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
二
つ
の
大
地
震
で
大
き
な

被
害
を
受
け
た
当
市
は
、
エ
フ
エ
ム

の
早
期
開
設
が
必
要
と
判
断
。
当

初
の
計
画
を
前
倒
し
し
て
今
春
の

開
局
に
向
け
、
急
ピ
ッ
チ
で
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　

市
民
が
制
作
す
る
市
民
の
た
め

の
番
組
が
最
大
の
特
徴
。
放
送
す

る
側
と
聞
く
側
が
一
体
と
な
っ
て
番

組
を
つ
く
り
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
放

送
で
き
る
。

　

佐
藤
局
長
は
「
一
関
の
す
ご
さ

は
全
戸
配
布
。
地
震
は
も
と
よ
り

北
上
川
の
洪
水
情
報
や
避
難
勧
告

な
ど
も
ラ
ジ
オ
で
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ツ
ー
ル

　

一
関
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
の
村
上

耕
一
社
長
は
「
一
関
で
奥
州
や
登

米
の
エ
フ
エ
ム
を
聴
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
は
、

周
辺
都
市
や
市
内
を
訪
れ
た
人
に

も
聴
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
。

電
波
を
通
じ
て
一
関
の
良
さ
を
Ｐ

Ｒ
で
き
れ
ば
、
き
っ
と
観
光
振
興

や
商
店
街
の
活
性
化
に
も
一
役
買

う
こ
と
が
で
き
る
。
市
民
の
暮
ら

し
に
も
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
貢
献

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
目
指

し
た
い
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
る
。

　

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
街
に
愛
着
が
わ
い

て
く
る
。
街
に
愛
着
が
わ
い
て
く

れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ま
ち

づ
く
り
や
市
民
活
動
に
参
加
す
る

人
が
増
え
て
く
る
。
こ
う
し
て
、

市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
主
体
的
に

関
わ
る
よ
う
な
る
と
、
古
里
に
夢

や
希
望
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
そ

れ
が
市
民
一
人
一
人
の
自
信
や
誇
り

へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
は
、
電
波
と

い
う
見
え
な
い
糸
で
人
と
人
、
地

域
と
地
域
を
つ
な
ぐ
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
。
市
民
共
通
の
、
地
域

共
有
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。
無
限

の
可
能
性
を
引
き
出
せ
る
か
ど
う

か
、
そ
れ
は
、
リ
ス
ナ
ー
の
私
た
ち

次
第
だ
。

情報発信機能が強化されることはとても良いことです。地

域情報やイベント開催などを市全域に発信できることは魅

力的。防災情報をリアルタイムに聴けることも心強いです。

私たちのような小規模工房の活動をメディアで取り上げて

もらうことはなかなか難しいですが、コミュニティＦＭなら

可能だと思います。地域に根ざした放送を期待しています。

木村静恵さん
Kimura Shizue

地域活動支援センター
工房てんとう虫所長　

奥州エフエム放送株式会社は、奥州市にあるコ

ミュニティ放送局で、愛称は「奥州エフエム」。設

立は06年11月20日。開局は07年4月12日。主

に岩手県の奥州市・金ケ崎町を放送対象地域と

している。コールサインはJOZZ2AX-FM、周波数

は 77.8MHz/20W 。特定地域放送ではあるが、岩

手県の中央部から宮城県の北部でも聴取が可能。 

「radio smile」「お茶っこラジオ」「にじいろ音楽館」

「土曜ワイド奥州」など、多くの自主制作番組を放

送していることが最大の特徴。徹底した地元志向

でリスナーの支持率も高い。「日本一、笑顔が集

まるラジオ局」をキャッチフレーズに、花いっぱ

い大作戦など、地域のリスナーが積極的に参加

できる活動を展開している。

奥州エフエム放送㈱
Oshu -fm

菊地弘尚代表取締役
奥州市水沢区佐倉河字東広町 1-4　☎ 0197-25-2051

一関コミュニティFM株式会社を創立

市内全世帯に配布され
るFMラジオ。持ち運びが
容易なコンパクトタイプ
（W80㍉、H180㍉、T85㍉、
重さ430g）で、「いつでも、
どこでも」聴くことができる

一関コミュニティFMの開局を
心待ちにしている花泉町涌津
の千葉出さん、真理さん夫妻
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　周囲を山々に囲まれた京津畑は、い
わば陸の孤島。しかも、高齢化率は高

く、子供は少ない。ともすれば孤立し

てしまう集落だ。何もやるにも、まと

まりや団結力が必要で、それが強い自

治会をつくったのだと思う。
　「食の文化祭」は手作りの祭り。集
落の人たちが心を込めて作った品々

を持ち寄り、よそから来た人を迎える

「京津畑のおもてなしの心」を体現し

た祭りだ。それが口コミやマスコミで

広がって年々来場者が増え、気が付

けば千人の大イベントになっていた。
　地域の連帯感は強い、何をやるにも

一緒だ。文化祭は中学生や高校生も

　災害時の情報提供を兼ね備えたコ

ミュニティＦＭは、各方面から注目を

浴びている。市民の尊い命に関わるこ

となので、「聞けない」状況は許されな

い。情報発信だけでなく、クリアに受

信できるようにすることも自分たちの

仕事だ。聞きづらい場所などがあれば、
すぐに対応していきたい。
　全世帯に配布されるラジオはmade 
in 一関。既存の放送枠にとらわれず、
一関のスタイルにあった放送で皆さん

に愛着を感じてもらえるよう頑張りた

い。「同じラジオで同じ番組を聴く」こ
とは地域の一体感を醸成し、市全体

を一つのコミュニティーに発展させる

菊池建さん
大東地域京津畑自治会会長　79歳　大東町中川

ニ
テ
ィ
ー
、
少
子
高
齢
化
に
対
応

で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
地
域
間

競
争
に
負
け
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
形
成
し
て
い
く
の
だ
と
思
う
。

　

京
津
畑
の
「
食
の
文
化
祭
」
は
、

さ
な
が
ら
Ｂ
︱
１
グ
ラ
ン
プ
リ
の

農
村
版
。
な
ぜ
、
千
人
も
の
人
が

集
ま
る
の
か
が
不
思
議
だ
っ
た
。

答
え
は
祭
り
の
魅
力
以
上
に
集
落

の
「
本
質
」
に
あ
っ
た
。
雨
の
中
、

駐
車
場
係
を
し
て
い
た
の
は
中
高

生
。
次
か
ら
次
へ
と
来
る
人
に
「
こ

ん
に
ち
は
」
と
頭
を
下
げ
て
笑
顔

で
迎
え
る
。
帰
り
に
は
「
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
ま
た
頭

を
下
げ
る
。
中
高
生
と
言
え
ば
難

し
い
年
頃
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ

が
京
津
畑
の
日
常
な
の
で
あ
る
。

　

30
年
前
、
京
津
畑
に
嫁
い
だ
や

ま
あ
い
工
房
の
伊
東
靖
子
さ
ん
は

集
落
の
小
中
高
生
全
員
を
知
っ
て

い
る
。「
よ
そ
の
子
も
わ
が
子
と
同

じ
よ
う
に
し
か
る
」
関
係
だ
と
笑

う
。
京
津
畑
に
は
人
を
受
け
入
れ

る
「
土
壌
」
が
あ
る
。
人
を
い
た

わ
り
、思
い
や
る
「
愛
情
」
が
あ
る
。

心
と
心
を
通
わ
せ
る
「
人
情
」
が

あ
る
。
規
模
は
小
さ
い
が
度
量
は

大
き
い
。
こ
れ
が
、
理
想
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
正
体
だ
。

　

愛
情
や
人
情
に
ふ
れ
た
記
憶
は
、

い
く
つ
に
な
っ
て
も
心
の
中
か
ら
消

え
な
い
も
の
だ
。
京
津
畑
の
人
た

ち
が
、
古
里
に
誇
り
を
持
っ
て
生

き
て
い
る
意
味
が
よ
く
わ
か
る
。

　

仮
設
住
宅
に
始
ま
り
市
街
地
、

中
山
間
地
、
そ
し
て
情
報
化
と
一

関
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
取
材
し

た
。
い
ず
れ
も
共
通
し
て
い
た
こ

と
は
、
本
気
で
ま
ち
を
、
地
域
を
、

集
落
を
愛
す
る
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

が
中
心
と
な
っ
て
、
今
後
の
道
筋

や
課
題
解
決
に
向
け
た
方
策
ま
で

も
考
え
て
い
た
こ
と
だ
。

　

そ
も
そ
も
ま
ち
は
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
人
あ
っ

て
の
ま
ち
で
あ
り
、
経
済
、
産
業
、

文
化
な
の
で
あ
る
。
自
然
と
の
関

わ
り
を
尊
重
す
る
ま
ち
、
人
々
の

心
が
し
っ
か
り
結
ば
れ
た
ま
ち
こ

そ
、
ひ
い
て
は
災
害
に
強
い
コ
ミ
ュ

村上耕一さん
一関コミュニティＦＭ株式会社代表取締役社長　40歳　萩荘

　05年４月、自治会に自主防災組織を

設置した。以来、「訓練なくして組織は

機能しない」をモットーに、避難訓練、
救助訓練や炊き出し訓練などの各種訓

練とこれらを総合的に実践する災害想

定訓練を繰り返し実施してきた。
　東日本大震災では、直後に全世帯

の安否を確かめ、全員の安全を確保し

た。自治会内の被害状況を独自に調査

して「被害状況マップ」を作成した。大
きな被害を受けた気仙沼市や南三陸

町に出向いて支援活動を行った。
　自主防災組織は組織することが目

的ではない。大事なことは災害時に、
それが確実に機能するかどうかだ。一

佐藤幸生さん
藤沢地域第24区自治会防災リーダー　33歳　藤沢町徳田

　単に機能分担することがゾーニング

ではない。そこに住む市民が、自分た

ちのゾーンに対して役割意識を持ち、
自らが動くことが本来の姿だと思う。
　ゾーニングを通して市は「住民起点

から住みよい地域をつくる」意志を示

した。市民からすれば否応なしにゾー

ニングされるわけだから、積極的にま

ちづくりに参加して、自分たちが「わく

わくするような楽しい地域」をつくれば

いいと思う。そのためには、自分たちが

住むゾーンの特性を理解して、その役

割を果たすことに喜びを見い出せるよ

うな取り組みが大事だ。
　検討委員会では「ゾーンというコ

畠中良之さん
中心市街地ゾーニング検討委員会委員長　56歳　山目町

Special Feature︱COMMUNITY︱ Leader's  Interview

Kikuchi Ken

Murakami Koichi

Sato Koki

Hatanaka Yoshiyuki

リーダーの言葉

理想のコミュニティー
その作り方

P ower of Community5

スタッフとして協力してくれる。特に

誰かが何かを教えたわけではないが、
あいさつとか、思いやりとか、日常の

中で自然に学び、身に付いている。礼
儀正しい子供たちからやさしいお年

寄りまで、みんなが顔見知りで、みん

なが仲良しだからできることなのだと

思う。
　京津畑は、小さな集落というより、
大きな家族という方がふさわしい。こ
こには互いを思いやり、支え合った

り、助け合ったりする「結い」の心が

ある。「団結力」「助け合い」「おもてな

し」、これが元気で快適な京津畑をつ

くる３つの柱だ。

刻を争う事態では、誰がどこで、何を

やっているかなど調べている時間など

ない。日頃から隣近所で互いの家や家

族のことを把握しておくことが重要だ。
まずは最小のコミュニティーである家

庭、次に隣近所、そして自治会と、身近

なところから信頼関係を築いていくこ

とが大事だ。「あの家には、誰が住んで

いて、何をやっていて」など、互いを知

り、おせっかいをやける関係でなけれ

ば尊い命は守れないと思う。
　自主防災活動が活発な自治会は、コ
ミュニティ－がきちんとできている。言
い換えれば、何をやってもまとまりが

あるということだ。

ミュニティーに、その役割にふさわし

い事業や活動を行うための予算とその

執行権がほしい」と提言してきた。
　若い世代で地域を盛り上げる活動

をする人たちが出てくれば、コミュニ

ティーは活発になるし、中心市街地

の賑わいを取り戻すこともできると思

う。人材育成なども含め、行政には全

面的な支援をしてほしい。中東北の拠

点都市を目指す一関市。中でもその中

核を担う一ノ関駅周辺の地域コミュニ

ティー再生は急務だ。これからのまち

づくりは、私たち市民がもっと主体的

に関わって、市民と行政との協働で進

めていかなければならないと思う。

きっかけにもなる。私たちは、震災の被

災体験を未来に生かしていかなければ

ならない。乾電池さえあれば情報を得

られるラジオは、災害時にも機能する。
24時間、必要な情報をいつでも発信で

きる体制を目指す。
　放送にはＣＭも入る。一関の「内需

拡大」に貢献できるコミュニティＦＭ

を目指し、地域経済の発展にも一役買

いたい。目指すは、リスナーである市民

の皆さんと協働で作り上げる双方向の

ラジオ。リスナーからどんどん情報が

寄せられるコミュニティＦＭを目指し、
皆さんと一緒に他に誇れる素晴らしい

コミュニティーをつくっていきたい。
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Pro�le
かつべ・おさむ
1950年一関市千厩町生
まれ。亜細亜大学法学部
卒。74年岩手県庁入庁。
総合雇用対策室長、総合
政策室長、県南広域振
興局長などを歴任し、09
年10月の市長選で初当
選。市内在住。61歳。

︱
東
日
本
大
震
災
の
復
興
で
特
に
意
を

配
し
た
こ
と
は
？

　

２
０
１
０
年
12
月
に
新
祭
畤
大
橋
が

完
成
し
、
08
年
の
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
の
復
旧
工
事
が
終
わ
っ
た
。
よ
う
や

く
本
格
的
な
復
興
に
向
け
、
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
し
て
い
た
矢
先
に
、
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
た
。

　

市
内
で
も
住
宅
宅
地
、
亜
炭
抗
、
農

地
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が
出
た
。
被
災

者
の
住
環
境
を
第
一
に
考
え
、
民
間
の
賃

貸
ア
パ
ー
ト
を
仮
設
住
宅
と
同
等
に
取

り
扱
え
る
よ
う
国
な
ど
に
要
望
し
た
。

　

被
害
を
受
け
た
家
屋
は
６
千
棟
を
超

え
た
。
市
職
員
だ
け
で
調
査
す
る
に
は

限
界
が
あ
り
、
東
京
都
豊
島
区
、
兵
庫

県
赤
穂
市
、
和
歌
山
県
田
辺
市
か
ら
駆

け
つ
け
た
職
員
に
応
援
し
て
も
ら
っ
た
。

延
べ
１
０
０
人
に
も
及
ぶ
支
援
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
る
。

︱
沿
岸
被
災
地
の
後
方
支
援
を
い
ち
早

く
開
始
し
た
当
市
。
今
後
の
支
援
は
？

　

陸
前
高
田
、
気
仙
沼
両
市
と
一
関
市

は
古
く
か
ら
交
流
が
盛
ん
で
、
特
別
な

つ
な
が
り
が
あ
る
。
陸
前
高
田
市
の
皆

さ
ん
に
は
震
災
発
生
後
、
大
東
町
へ
避

難
し
て
も
ら
っ
た
。
大
原
公
民
館
で
は

炊
き
出
し
や
入
浴
な
ど
の
支
援
を
し
た
。

興
田
公
民
館
に
は
一
関
市
医
師
会
の
協

力
を
得
て
医
師
を
派
遣
、
医
療
を
必
要

と
す
る
人
を
診
療
し
た
。

　

気
仙
沼
市
内
の
避
難
所
に
は
人
工
透

析
が
必
要
な
人
が
い
た
。
送
迎
バ
ス
を

出
し
て
県
立
千
厩
病
院
で
処
置
を
し
て

も
ら
っ
た
。
両
市
へ
の
後
方
支
援
は
、
隣

接
自
治
体
の
使
命
で
あ
る
と
考
え
、
決

断
し
た
。

　

職
員
に
は
、
身
内
が
被
災
し
た
と
い

う
気
持
ち
で
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
考

え
る
よ
う
話
し
続
け
て
い
る
。

　

今
後
は
「
３
つ
の
つ
な
が
り
」
を
考
え

て
い
る
。
共
通
す
る
の
は「
お
互
い
さ
ま
」

の
関
係
。
一
つ
は
「
住
民
と
住
民
」
の
お

互
い
さ
ま
。
震
災
直
後
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
沿
岸
被
災
地
へ
出
向
き
、
炊
き

出
し
を
し
た
り
、
救
援
物
資
を
提
供
し

た
り
し
た
。
現
在
は
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
た

り
、
仮
設
住
宅
に
足
を
運
ん
で
交
流
し

た
り
と
、
互
い
に
触
れ
合
う
活
動
な
ど

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

２
つ
め
は
「
行
政
と
行
政
」
の
お
互
い

さ
ま
。
職
員
の
派
遣
も
そ
の
一
つ
。
陸
前

高
田
市
に
は
、
常
時
11
人
の
職
員
を
派

遣
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
市
役
所
で

中
心
的
な
存
在
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。

　

３
つ
め
は
「
企
業
と
企
業
」
の
お
互

い
さ
ま
。
企
業
同
士
の
お
互
い
さ
ま
が
広

が
っ
て
い
け
ば
、
復
興
は
加
速
し
て
い
く

と
信
じ
て
い
る
。

︱
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
伴
う
放
射
能
汚
染
に
対
し
、

最
優
先
で
取
り
組
む
こ
と
は
？

　

ま
ず
、
一
関
の
放
射
線
量
が
高
い
こ
と

を
裏
付
け
る
信
頼
で
き
る
初
期
情
報
が

得
ら
れ
に
く
か
っ
た
。
稲
わ
ら
か
ら
非

常
に
高
い
セ
シ
ウ
ム
値
が
検
出
さ
れ
、
一

時
、
肉
牛
が
出
荷
で
き
な
く
な
る
な
ど

深
刻
な
状
況
に
な
っ
た
。

　

最
優
先
す
べ
き
は
、
子
供
た
ち
の
健

康
を
守
る
こ
と
。
学
校
関
係
を
中
心
に

東日本大震災、平泉文化遺産の世界遺産登録、
藤沢町との合併など、2011年は激動の一年だった。
「絆」、「コミュニティー」など人と人とのつながりや

その大切さを再認識した年でもあった。
新たな年の幕開けに、勝部市長が2012年を展望する。

トップの決意

2012年は
「地域を守る」年だ

P ower of Community6

測
定
を
始
め
た
。
測
定
高
も
１
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ま
で
下
げ
た
。
高
い
数
値
が
出

る
の
は
や
む
を
得
な
い
。大
事
な
こ
と
は
、

高
い
数
値
が
出
た
場
所
を
徹
底
的
に
除

染
し
て
、
一
関
の
子
供
た
ち
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。
線

量
計
の
貸
し
出
し
も
し
て
い
る
。

　

公
共
施
設
や
地
域
の
集
会
施
設
も
測

定
し
た
。
除
染
が
必
要
な
場
所
は
、
地

域
と
協
力
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

　

放
射
能
汚
染
の
問
題
は
、
長
い
取
り

組
み
に
な
る
だ
ろ
う
。
正
し
い
知
識
を

身
に
付
け
て
適
切
に
対
処
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
理

解
と
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

︱
防
災
を
考
え
る
上
で
最
も
重
要
な
こ

と
は
何
か
？

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
だ
。
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
こ
と
、
そ

れ
自
体
が
防
災
対
策
だ
と
思
う
。「
自

助
、
共
助
、
公
助
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

日
本
は
公
助
に
頼
る
部
分
が
多
い
。
自

助
を
高
め
る
た
め
に
は
、
自
主
防
災
組

織
の
実
効
性
あ
る
活
動
が
大
切
だ
。
そ

れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
、
ぜ
ひ
話

し
合
っ
て
ほ
し
い
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
沿
岸
部
の
情

報
収
集
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
が
活

躍
し
た
。
停
電
時
に
は
テ
レ
ビ
も
電
話

も
使
え
な
い
。
災
害
時
に
地
域
の
情
報

を
詳
し
く
発
信
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
放
送
は
大
変
効
果
が
あ
る
。

　

春
に
開
局
す
る
一
関
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ

Ｍ
放
送
に
は
、
防
災
分
野
で
も
期
待
し

て
い
る
。
市
の
施
策
の
一
つ
「
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
上
で
も
大

き
な
柱
に
な
る
。
こ
の
ほ
か
防
災
情
報

伝
達
シ
ス
テ
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
消

防
関
係
の
施
設
の
整
備
も
前
倒
し
で
進

め
て
い
く
。

︱
世
界
遺
産
「
平
泉
」
の
玄
関
口
の
一

関
市
。
中
心
市
街
地
の
形
成
を
ど
の
よ
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地
域
を
守
る
一
年
に
。

兆
し
を
つ
か
み
挑
む

う
に
進
め
て
い
く
か
。

　

私
が
以
前
か
ら
関
わ
っ
て
き
た
平
泉

の
文
化
遺
産
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。
大
変
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
。

　

「
中
心
市
街
地
ゾ
ー
ニ
ン
グ
構
想
」
は
、

現
在
あ
る
施
設
の
再
配
置
を
含
め
、
市

街
地
を
機
能
別
に
と
ら
え
て
活
性
化
し

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
。
平
泉
と
い
う
、

こ
の
地
方
の
ブ
ラ
ン
ド
を
中
心
に
、「
一

関
の
市
街
地
形
成
を
ど
う
進
め
た
ら
よ

い
の
か
」
を
、
構
想
策
定
当
初
か
ら
市

民
の
皆
さ
ん
と
協
働
で
検
討
し
て
き
た
。

今
年
は
、
こ
の
構
想
が
具
体
的
に
動
き

出
す
。

︱
藤
沢
町
と
合
併
し
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し

た
一
関
市
。
市
民
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー

ジ
を

　

藤
沢
町
と
合
併
し
、
面
積
、
人
口
共

に
県
内
２
番
目
の
規
模
に
な
っ
た
。
旧

藤
沢
町
は
住
民
自
治
に
支
え
ら
れ
た
独

自
の
施
策
を
進
め
て
き
た
。
地
域
医
療

な
ど
見
習
う
べ
き
部
分
が
多
い
。
早
々

に
移
動
市
長
室
で
住
民
の
皆
さ
ん
と
懇

談
し
た
い
。

　

２
０
１
２
年
は「
地
域
を
守
る
」
年
だ
。

災
害
か
ら
地
域
を
守
る
、
人
口
減
少
か

ら
地
域
を
守
る
、
高
齢
化
社
会
か
ら
地

域
を
守
る
。

　

「
挑
む
」
と
い
う
字
は
、「
兆
し
」
を

つ
か
ん
で
「
手
」
を
打
つ
と
書
く
。
逃
げ

ず
に
「
挑
む
」
ス
タ
ン
ス
で
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
た
い
。
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　当時保護司だった行政区長の推薦がきっかけで1986年保

護司に。過って罪を犯した人や非行に陥った少年の改善更生

支援とその予防・啓発活動に25年間尽力しました。全国保護

司連盟会長賞、法務大臣表彰なども受けています。
　「日頃から保護観察処分の人た

ちとは同じ目線で対応することが

大切。子供たちの性格や環境は

違っていても、家族愛があれば大

丈夫」とこれまでの活動を振り返

ります。「長年、続けてこれたのは

亡くなった妻がずっと支えてくれ

たから」と感謝しました。

　1964年旧千厩町消防団常備部団員に。72年の両磐地区消防

組合発足時に身分を移管。以後、同組合一関消防署長、消防本

部消防次長を歴任し、98年に定年退職しました。火災や災害か

ら住民を守るため、昼夜を分かたず消防・防災活動に尽力しまし

た。「当時は今のように良い資機材

がなく、手入れを怠ることはできな

かった」と振り返ります。
　11月25日、市役所で勝部修市

長から伝達を受け、「うれしい反

面、『自分でいいのか』と恐縮し

ている。支えてくれた家族や周囲

のおかげです」と感謝しました。

　1960年旧藤沢町消防団に入団。部長、分団長などを経て97

年副団長に就任しました。農業の傍ら、2000年に退団するま

で40年間にわたり、火災予防活動や災害現場での団員の指

揮統率などに尽力しました。
　「初めての現場で足がすくみ先

輩団員から激励された。深夜に

土のう積みをしたことも忘れられ

ない」と振り返ります。
　11月25日、市役所で勝部修市

長から伝達を受け、「正直恐れ多

い。これからも地域のため微力を

尽くしたい」と話していました。

　1960年旧千厩町消防団に入団。家業の商店を営みながら消

防活動に努めました。89年同消防団第４分団第１部長に。その

後、分団長、副団長などを歴任し、05年の合併に伴う組織変

更で市消防団副団長に就任。団長を補佐しながら団員の統率

と後進の育成に尽力しました。
　伝達式は11月25日、市役所で

行われ、勝部修市長から勲記と

勲章が代理出席した長男薫さん

に手渡されました。薫さんは「父

の熱心な消防団活動を見て育ち

ました。本人も喜んでいると思い

ます」と語りました。

■
入
園
資
格　

一
関
市
内
に
住

所
を
有
す
る
児
童

■
対
象
年
齢　

【
３
歳
児
】平
成

20
年
４
月
２
日
〜
21
年
４
月
１

日
生
ま
れ【
４
歳
児
】19
年
４
月

２
日
〜
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

【
５
歳
児
】18
年
４
月
２
日
〜
19

年
４
月
１
日
生
ま
れ

■
募
集
人
員　

左
表
の
と
お
り

■
入
園
料　

９
０
０
０
円

■
保
育
料（
月
額
）　

【
幼
稚
園
】

７
０
０
０
円【
認
定
こ
ど
も
園
】

COMMENDATION

秋の叙勲
長年にわたって各分野の進展に尽力し、

その功績が認められて

平成23年秋の叙勲を受章した皆さんです。

くまがい・さとる　71　千厩町

瑞　宝
単光章

消防功労　元一関市消防団副団長

熊谷　悟さん
施設名 所在地／電話番号 募集人数

舞川幼稚園
舞川字舘ノ越22-12

☎28-2112

３歳児 30人

４歳児 若干名

５歳児 若干名

真滝幼稚園
滝沢字水口103-2

☎21-2156

３歳児 30人

４歳児 若干名

５歳児 若干名

厳美幼稚園
厳美町字鴻ノ巣161-1

☎29-2622

３歳児 30人

４歳児 若干名

５歳児 若干名

赤荻幼稚園
赤荻字桜町237-2

☎25-4188

３歳児 30人

４歳児 若干名

５歳児 若干名

萩荘幼稚園
萩荘字境ノ神237-1

☎24-2340

３歳児 30人

４歳児 若干名

５歳児 若干名

狐禅寺幼稚園
狐禅寺字小倉沢100-1

☎21-2177

３歳児 若干名

４歳児 なし

５歳児 若干名

弥栄幼稚園
弥栄字茄子沢236-24

☎43-3128

３歳児 若干名

４歳児 若干名

５歳児 若干名

いずみの森
花泉町涌津字悪法師38-312

☎82-1001

３歳児 30人

４歳児 若干名

５歳児 若干名

摺沢幼稚園
大東町摺沢字観音堂82-2

☎75-2238

３歳児 30人

４歳児 若干名

５歳児 若干名

げいび幼稚園
東山町長坂字西本町136-4

☎47-2147

３歳児 20人

４歳児 若干名

５歳児 若干名

藤沢こども園
藤沢町藤沢字柳平118

☎63-2427

３歳児 30人

４歳児 若干名

５歳児 若干名

黄海こども園
藤沢町貴海字天堤11-1

☎63-4262

３歳児 30人

４歳児 若干名

５歳児 若干名

市
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
の
入
園
受
け
付
け
は
１
月
か
ら

短
時
間
保
育
＝
７
０
０
０
円
、長

時
間
保
育
＝
１
４
７
０
０
円

■
入
園
日　

24
年
４
月
１
日
㊐

■
申
込
期
間　

24
年
１
月
11
日

㊌
〜
31
日
㊋
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時（
㊏
㊐
は
除
く
）

■
申
し
込
み
方
法　

各
園
、市
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課（
市
役

所
５
階
）、各
支
所
教
育
文
化
課

で
１
月
４
日
㊌
か
ら
配
布
す
る

「
入
園
願
書
」に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、入
園
を
希
望
す
る
幼
稚

園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。複
数

の
市
立
幼
稚
園
に
重
複
し
て
申

し
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
審
査
な
ど　

書
類
審
査
と
面

接
▼
面
接
の
日
時
と
場
所
は
、申

し
込
み
受
け
付
け
の
際
、幼
稚
園

か
ら
説
明
▼
募
集
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
▼
す
で
に
兄
弟

姉
妹
が
市
立
幼
稚
園
に
入
園
し

た
こ
と
が
あ
る
世
帯
で
、過
去
に

幼
稚
園
保
育
料
等
の
滞
納
が
あ

る
場
合
は
入
園
を
認
め
な
い

■
そ
の
他　

藤
沢
幼
稚
園
と
黄

海
幼
稚
園
は
24
年
度
か
ら
認
定

こ
ど
も
園
に
な
る
予
定
で
す
。両

園
の
受
け
付
け
は
、市
内
の
他
地

域
の
幼
稚
園
と
同
じ
１
月
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

【
藤
沢
地

域
以
外
】
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
☎
㉑
２
１
１
１
内
線

８
８
３
４【
藤
沢
地
域
】藤
沢
支

所
教
育
文
化
課
☎
�
５
３
０
２

募集人員

 宇宙の謎を解く夢のプロジェクト
ＩＬＣ（国際リニア

コライダー）に理解を深める
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畠
山
博
藤
沢
地
域
自
治
区
長

ら
市
の
幹
部
と
担
当
職
員
19
人

は
11
月
11
日
、
茨
城
県
つ
く
ば

市
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研

究
機
構（
Ｋ
Ｅ
Ｋ
）
を
訪
れ
、
素

粒
子
の
現
象
を
調
べ
る「
加
速

器
」に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

Ｋ
Ｅ
Ｋ
が
開
発
し
た「
Ｋ
Ｅ

Ｋ
Ｂ
加
速
器
」
は
１
周
３
キ
ロ

の
円
形
加
速
器
。
電
子
や
陽
電

子
を
光
速
に
近
い
ス
ピ
ー
ド
で

衝
突
さ
せ
、
そ
の
際
に
発
生
す

る
大
量
の
素
粒
子
を
調
べ
る
装

置
で
す
。
同
加
速
器
を
使
っ
た

小
林
誠
、
益
川
敏
英
両
博
士
の

研
究
は
08
年
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

加
速
器
に
は
円
形
加
速
器
の

ほ
か
に
直
線
加
速
器（
リ
ニ
ア

コ
ラ
イ
ダ
ー
）
が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ（
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ

ダ
ー
）計
画
は
、地
下
約
１
０
０

メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
全
長
30
〜

50
キ
ロ
の
ト
ン
ネ
ル
を
建
設

し
、
直
線
加
速
器
な
ど
を
設
置

す
る
大
規
模
研
究
施
設
で
、
世

界
中
の
研
究
者
が
そ
の
実
現

を
目
指
す
夢
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。実
現
す
れ
ば
、ビ
ッ
グ
バ
ン

に
よ
っ
て
宇
宙
が
誕
生
し
た

１
３
７
億
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
、
物
質
の
成
り
立
ち
や
生
命

体
活
動
の
仕
組
み
解
明
に
関
す

る
研
究
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

施
設
建
設
地
の
条
件
は
、
数

十
キ
ロ
に
も
及
ぶ
硬
く
て
安
定

し
た
岩
盤
で
、現
在
、北
上
高
地

が
候
補
地
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
世
界
最
先
端
の
研

究
施
設
が
北
上
高
地
に
造
ら
れ

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
世
界
各
国

か
ら
多
く
の
研
究
者
が
集
ま
っ

た
り
、
関
連
産
業
が
立
地
し
た

り
し
て
、
産
業
の
振
興
や
経
済

の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

東
大
名
誉
教
授
の
山
田
作
衛

Ｋ
Ｅ
Ｋ
名
誉
教
授
は「
海
外
と

の
誘
致
競
争
、
国
内
候
補
地
の

選
定
、
そ
こ
か
ら
建
設
ま
で
は

10
年
以
上
か
か
る
。
北
上
高
地

の
岩
盤
は
良
質
で
、
国
内
で
は

他
よ
り
有
利
だ
と
思
う
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

こんの・まさし　73　藤沢町

瑞　宝
単光章

消防功労　元藤沢町消防団副団長

金野政志さん

さとう・いさお　78　沢

瑞　宝
単光章

鉄道業務功労　元国鉄職員

佐藤　功さん

　1954年日本国有鉄道に入社。県内外の信号通信区で鉄道

信号機、踏切警報などの維持管理に努めました。当時はネズ

ミによる機器の故障が多発し、大きな事故の原因にも。被害

個所の特定と復旧作業を効率化するための機器の開発に携わ

り、76年国鉄総裁から特別功労

賞を、78年科学技術長官から同

長官賞を受けました。
　受章に当たり「身に余る光栄。
自分だけ評価されたようで申し

訳ない。全うできたのは同僚、上
司、先輩のおかげ。皆さんに感謝

したい」と話しています。

ときた・せつお　74　千厩町

瑞　宝
双光章

消防功労　元両磐地区消防組合消防監

時田節雄さん

ふじい・ただお　74　山目

瑞　宝
双光章

更生保護功労　保護司

藤井忠男さん

市
立
幼
稚
園
の
24
年
度
園
児
を
募
集

市がつくば市のKEKを視察

KEKの職員からILCについて説明を受ける市の幹部と担当職員
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　「第34回芸協チャリティーショー」（町芸術文化協会主催）は11

月27日、縄文ホールで行われ、協会に加盟する10団体が自慢の

芸を披露しました。
　チャリティーショーは同協会の恒例行事。ステージでは、延べ

140人の出演者が民謡、舞踊、コーラス、カラオケ、大正琴、三味

線など多彩な演目を繰り広げ、客席を埋めた大勢のファンを楽し

ませました。今年も入場料の一部は、町社会福祉協議会（佐々木

宏朋会長）に寄付されました。

10団体が自慢の芸を披露
藤沢で芸協チャリティーショー

身近な情報を寄せてください。市政情報課広聴広報係
Tel 0191・21・8182／Fax 0191・21・2110

1

2

3

4

5

6

7

8

　一ノ関駅前19区商店会などで構成する実行委員会が駅舎と花

壇に設置したイルミネーションが12月13日に点灯しました。
　実行委員会が主催して３年目となった同行事。江刺邦昌実行

委員長は「世界遺産平泉の玄関口の一ノ関駅前が明るく元気に

なるように思いを込めましょう」とあいさつ。関係者らがスイッチ

を入れると約８千個の電球が寒空に温かい光を放ちました。
　ライトアップは2012年１月１日まで行われます。電球の７割

はLED化されています。

柔らかく温かい灯りが利用客ら包む

　幕末の蘭学者高野長英が教
きょうべん

鞭をふるったという「小森塾」が修

復され、11月27日、大東町鳥海の現地で記念行事が行われまし

た。老朽化が激しい築200年の建物は、朽ちる寸前でしたが、後
世に史跡を伝えようと高野長英興田顕彰会（伊東市郎会長）が復

元事業を実施しました。
　同日は、地元小学生による舞踊や餅まきも行われ、約300人の

地区民が修復を祝いました。伊東会長は「念願の修復がかない、
ほっとした。今後は建具や壁も修復したい」と抱負を述べました。

　東日本大震災復興支援「蘇りのシンポジウム」（千厩まちなか

交流事業部会、千厩町観光協会共催）は11月23日、酒のくら交

流施設で開かれました。
　３人のパネリストは被災体験や震災から学んだ教訓、未来へ

の提言などを発表。復興に向けての意見交換に来場者は真剣に

耳を傾けていました。永澤孝子さん＝千厩町字町＝は「パネリス

トが前向きに努力しているのがよく伝わった。素晴らしいシンポ

ジウムだった」と話していました。

　「第６回げいびカップフットサル大会」は12月10、11の両日、
東山総合体育館で行われ、市内外から参加した36チームが熱戦

を繰り広げました。
　このうち10日に行われた小学３年生の部には12チームが出

場。地元東山から出場した東山ＦＣ．Ｊｒは、父母らの熱い応援

を受けて勝ち進み、堂々３位に入りました。佐藤涼主将は「いろ

んなチームと試合ができて楽しかった。優勝を狙っていたので

残念。来年は優勝できるよう頑張りたい」と目標を掲げました。

　一関市食生活改善推進協議会室根支部の上野洋子さんはこの

ほど、厚生労働大臣表彰を受賞しました。
　上野さんは昭和63年から平成12年まで室根村協議会長など

を歴任。地域のリーダーとして食生活改善伝達講習会、減塩運

動、台所からエコ＆環境浄化活動など、多彩な活動を推進し、組
織強化と自主活動の発展に貢献しました。
　受賞にあたり「会員の協力体制がよく、やりがいのある活動を

楽しく実践できた。皆さんに感謝しています」と話していました。

　市消防団川崎第１分団に最新型ポンプ車が交付されました。
交付式は12月７日、市消防本部で行われ、大森忠雄団長から金

今郁夫川崎第１分団長に車検証と車両のキーが手渡されました。
　最新技術が搭載されたポンプ車は総排気量4000ccの四輪駆動

車で、同分団第３部に配備されました。金今分団長は「今回配備

された車両を有効に活用し、防火・防災に努めたい」と決意を新

たにしていました。同日は一関第４分団第６部にも同型の車両が

交付されました。

ＪＲ一ノ関駅前でイルミネーション点灯

高野長英ゆかりの「小森塾」を再生
大東・高野長英興田顕彰会が小森塾を復元

復興への方向性を探る
千厩で震災復興支援シンポジウム

防火・防災の決意新たに
川崎第1分団に最新型ポンプ車が交付

地元東山FC.Jrが堂々３位
東山でげいびカップフットサル大会

食生活改善事業の発展、向上に尽力
上野洋子さん（室根）が厚労大臣表彰

CITY TOPICS︱JANUARY 
2012

一
関

花
泉

大
東

千
厩

まちのトピックス
１月のベストスマイル

東
山

室
根

川
崎

藤
沢

　「花泉地域障がい者冬のスポーツ交流会」は11月22日、花泉

体育館で行われ、約150人がスポーツで交流を深めました。
　スポーツを通じた体力の維持増進などを目的に毎年行われて

る同交流会。シャッフルボードやフライングディスクなどのス

ポーツを楽しんだ後は、市食生活改善推進協議会花泉支部会員

が腕を振るった昼食をみんなで囲んで交流を深めました。同日、
参加したさくら園職員の小岩圭子さんは「みんな楽しそうに運動

しているのでよかった」と話していました。

スポーツを通じてふれあい
花泉で「第13回障がい者スポーツ交流会」
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文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
を
埋
め

た
１
２
０
０
人
が
一
気
に
引
き
込
ま

れ
る
。上
質
な
時
間
は
こ
う
し
て
幕

を
開
け
た
。

　

「
新
垣
勉
お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー

ト
」（
中
学
２
年
生
に
新
垣
勉
コ
ン

サ
ー
ト
を
贈
る
会
主
催
）は
12
月
１

日
、一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
。全
盲
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
新
垣
さ

ん
の
歌
を
通
し
て
、心
身
の
変
化
の

激
し
い
中
学
２
年
生
に
人
生
の
モ

デ
ル
と
な
る
人
と
の
出
会
い
を
提

供
し
た
い
、大
切
な
存
在
だ
と
伝
え

た
い
、と
有
志
が
実
行
委
員
会
を
立

ち
上
げ
て
開
催
。希
望
し
た
一
関
地

方（
一
関
市
と
平
泉
町
）の
10
校
、陸

前
高
田
市
、遠
野
市
の
３
校
の
中
学

２
年
生
が
無
料
で
招
待
さ
れ
た
。

　

同
日
は
一
般（
有
料
）の
入
場
も

あ
り
、大
ホ
ー
ル（
１
２
０
０
席
）は

満
席
。新
垣
さ
ん
が
発
信
し
た
勇
気

と
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
身
で

受
け
取
っ
た
。

　

新
垣
さ
ん
は「
ス
ミ
レ
」で
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
。
続
い
て「
ア
ベ
・
マ
リ

ア
」、「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」や
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
の
鎮
魂
歌「
青
い
海

よ
」な
ど
全
９
曲
を
熱
唱
。曲
間
に

は
、自
身
の
苦
難
や
逆
境
を
乗
り
越

え
た
経
験
談
や
人
と
の
出
会
い
の

大
切
さ
な
ど
を
語
り
、客
席
を
釘
付

け
に
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
は「
翼
を
く
だ
さ

い
」を
会
場
の
全
員
で
合
唱
。感
動

の
90
分
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

会
場
の
ざ
わ
め
き
が
や
む
。静
寂

を
破
る
ピ
ア
ノ
の
旋
律
が
流
れ
、テ

ノ
ー
ル
歌
手
新
垣
勉
さ
ん
の
伸
び

や
か
な
歌
声
が
響
き
渡
っ
た
。一
関

14歳の心に響く成熟極めた美しい歌声。深く、やさしく、温かく…

上質時間

波瀾万丈

　

あ
る
日
、新
垣
さ
ん
は
ラ
ジ
オ
か

ら
流
れ
る
賛
美
歌
に
心
を
動
か
さ

れ
た
。導
か
れ
る
よ
う
に
教
会
へ
向

か
い
、そ
こ
で
一
人
の
牧
師
と
出
会

う
。新
垣
さ
ん
は
、波
瀾
万
丈
の
人

生
を
牧
師
に
語
っ
た
。牧
師
は
黙
っ

て
新
垣
さ
ん
の
何
も
か
も
を
聞
い

た
。そ
し
て
、泣
い
た
。

　

「
自
分
の
た
め
に
泣
い
て
く
れ
る

人
が
い
る
」

　

牧
師
と
の
出
会
い
は
タ
ー
ニ
ン

グ
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
た
。牧
師
は
新

垣
さ
ん
に
、声
楽
家
に
な
る
こ
と
を

勧
め
た
。将
来
に
向
け
、希
望
の
光

が
差
し
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
少
し
ず
つ
自
分
の
人

　

新
垣
さ
ん
は
１
９
５
２
年
、沖
縄

の
読
谷
村
に
在
日
米
軍
人
の
父
と

日
本
人
の
母
の
間
に
生
ま
れ
た
。出

産
直
後
の
不
慮
の
事
故
で
両
眼
を

失
明
。光
を
失
っ
た
。

　

物
心
も
つ
か
な
い
１
歳
の
と
き

両
親
が
離
別
。父
は
本
国
ア
メ
リ
カ

へ
帰
り
、母
は
諸
事
情
で
新
垣
さ
ん

を
手
放
し
た
。そ
の
後
は
母
方
の
祖

母
に
育
て
ら
れ
る
。祖
母
を
母
と
、

母
を
姉
と
聞
か
せ
ら
れ
て
育
っ
た
。

　

戦
後
、日
本
は
独
立
し
た
が
、当

時
の
沖
縄
は
ま
だ
ま
だ
米
国
の
政

権
下
。住
民
に
よ
る
祖
国
復
帰
運
動

な
ど
が
活
発
化
す
る
中
で
思
春
期

を
過
ご
し
た
。

　

出
生
の
真
実
を
知
っ
て
か
ら
は
、

不
遇
の
わ
が
身
を
呪
い「
自
分
に
は

生
き
る
価
値
が
あ
る
の
か
」と
、自

死
を
試
み
た
こ
と
も
あ
っ
た
。「
両

親
を
殺
し
て
自
分
も
死
ぬ
」と
思
い

詰
め
、絶
望
の
少
年
期
を
さ
ま
よ
っ

た
。さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ

う
に
、14
歳
の
と
き
唯
一
の
理
解
者

だ
っ
た
祖
母
が
他
界
し
、天
涯
孤
独

の
身
に
。生
き
る
希
望
を
失
っ
た
。

中２生を招待
新垣勉コンサート

全盲、両親離別…
壮絶な半生

01

02

転機到来
逆境を乗り越え

夢をつかむ

03

生
を
受
け
入
れ
始
め
た
新
垣
さ

ん
。逆
境
を
ば
ね
に
、前
に
進
み
始

め
た
。牧
師
を
目
指
し
て
高
校
、大

学
と
勉
強
に
励
ん
だ
。聖
歌
隊
と

し
て
奉
仕
活
動
に
も
参
加
し
た
。

　

そ
の
頃
か
ら
、
新
垣
さ
ん
に
、

た
く
さ
ん
の
い
い
出
会
い
が
訪
れ

る
。大
学
在
学
中
に
は
、イ
タ
リ
ア

人
ボ
イ
ス
ト
レ
ー
ナ
ー
の
ア
ン
ド

レ
ア
・
バ
ラ
ン
ド
ー
ニ
氏
に「
日
本

人
に
は
な
い
ラ
テ
ン
系
の
素
晴
ら

し
い
声
」と
称
賛
さ
れ
た
。さ
ら
に

「
あ
な
た
の
歌
声
は
、神
か
ら
の
贈

り
物
で
あ
り
、お
父
さ
ま
か
ら
の

贈
り
物
で
も
あ
り
ま
す
」と
言
わ

れ
、少
し
ず
つ
両
親
へ
の
憎
し
み
や

わ
だ
か
ま
り
は
薄
れ
て
い
っ
た
。同

時
に
自
分
に
誇
り
を
持
て
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

声
楽
家
と
し
て
の
道
を
本
格
的

に
歩
み
始
め
た
新
垣
さ
ん
。
歌
を

極
め
る
た
め
、34
歳
で
武
蔵
野
音

大
に
入
学
し
た
。大
学
院
修
士
課

程
を
修
了
し
、プ
ロ
の
テ
ノ
ー
ル
歌

手
に
な
っ
た
。

全
盲
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
新
垣
勉
さ
ん
が

一
関
で
コ
ン
サ
ー
ト

◦Human Special ︱Aragaki Tsutomu Succes Story 

1_伸びやかな歌声で全９曲を熱

唱した新垣勉さん

2_主催した「中学２年生に新垣勉

のコンサートを贈る会」の皆さん

3_フィナーレは、一関地方、陸前

高田市、遠野市から招待された

1,000人の中学２年生や一般客と

「翼をください」を合唱

全
盲
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
新
垣
勉
さ
ん
が
12
月
１
日
、

一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
、

市
内
、
平
泉
町
、
陸
前
高
田
市
と
遠
野
市
か
ら
参
加
し
た

13
校
約
千
人
の
中
学
２
年
生（
一
部
３
年
生
含
む
）
に

勇
気
と
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
。

光
の
な
い
世
界
に
生
き
る
新
垣
さ
ん
が
伝
え
た
も
の
と
は
？

Aragaki Tsutom
u Success Story

Aragaki Tsutom
u Success Story

Aragaki Tsutom
u Success Story
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1

Try to Be the Only One
Aragaki Tsutomu Success Story

希
望
の
賛
歌
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吉田惠子さん

地域が一つになって

みんなで幸せになれる社会をつくろう

　

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
・

運
営
し
た
吉
田
惠
子
さ
ん
＝
千
厩

町
＝
は
、
20
年
以
上
も
新
垣
さ
ん

の
フ
ァ
ン
。
ず
っ
と
前
か
ら
、
こ
の

日
を
夢
見
て
い
た
。
だ
が
、「
い
つ
か

新
垣
さ
ん
を
呼
び
た
い
」
と
い
う
夢

は
、「
い
つ
か
」
の
ま
ま
だ
っ
た
。

　

そ
ん
な
吉
田
さ
ん
を
動
か
し
た

の
は
３
年
前
、
何
気
な
く
開
い
た
長

男
拳け

ん

さ
ん（
現
高
２
）
の
英
語
の
教

科
書（N

ew
 H

orizon

）。「Try to Be 
the O

nly O
ne

」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
新
垣
さ
ん
の
半
生
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
た
。「
教
科
書
で
学
ん
だ

新
垣
勉
さ
ん
か
ら
、
直
接
歌
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た

ら
ど
ん
な
に
い
い
だ
ろ
う
」。
思
い

は
高
ま
っ
た
。「
中
２
生
に
本
物
と

出
会
わ
せ
た
い
」。
動
き
出
し
た
吉

田
さ
ん
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
現
に
向

け
、
奔
走
す
る
日
々
が
始
ま
っ
た
。

　

中
学
生
と
い
え
ば
多
感
な
年
頃
。

楽
し
い
時
期
で
あ
り
な
が
ら
悩
み

多
い
時
期
で
も
あ
る
。
そ
ん
な
彼

ら
に
吉
田
さ
ん
は
、
新
垣
さ
ん
の

歌
を
通
し
て「
エ
ー
ル
を
送
り
た

い
」
と
思
っ
た
。「
み
ん
な
が
幸
せ
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
っ
た
。

　

「
千
厩
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
だ
っ
た

ら
実
現
は
早
い
か
も
し
れ
な
い
」
と

言
わ
れ
、
千
厩
町
教
育
文
化
振
興

会
に
お
願
い
に
行
っ
た
。
振
興
会
の

主
催
で
２
０
１
０
年
10
月
、
つ
い
に

千
厩
中
学
校
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
実

現
。
初
め
て
生
で
聴
い
た
新
垣
さ
ん

の
歌
に
体
中
が
震
え
た
吉
田
さ
ん
。

あ
ふ
れ
出
る
涙
を
こ
ら
え
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
は
好
評
だ
っ
た
。
生

徒
も
、
父
母
も
、
教
職
員
も
、
み
ん

な
が
新
垣
さ
ん
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
た
。

　

「
も
っ
と
、
も
っ
と
多
く
の
中
学

生
に
聴
か
せ
た
い
」

　

千
厩
中
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
後
、
吉

田
さ
ん
は
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
す
る
。
友
人
や

関
係
者
に
声
を
掛
け
る
と
、
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
が
協
力
し
て
く
れ

た
。
た
く
さ
ん
の
企
業
や
商
店
が

応
援
し
て
く
れ
た
。

　

そ
ん
な
矢
先
、
あ
の
東
日
本
大

一期一会
偶然開いた教科書

運命の出会い

04
震
災
が
起
き
た
。
大
船
渡
市
出
身

の
吉
田
さ
ん
。
巨
大
地
震
と
大
津

波
で
古
里
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
。

　

こ
の
頃
、
被
災
地
を
気
遣
う
新

垣
さ
ん
は「
今
、
自
分
に
で
き
る
こ

と
は
何
か
」
を
自
問
自
答
し
て
い

た
。
６
月
11
日
、
新
垣
さ
ん
は
大
船

渡
市
を
訪
れ
た
。
そ
し
て
、
東
北
地

方
太
平
洋
沖
地
震
の
鎮
魂
歌「
青

い
海
よ
」
を
披
露
、
全
身
全
霊
の
歌

で
被
災
地
を
励
ま
し
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
、
母
校
末
崎
中
学

校
の
生
徒
た
ち
に
新
垣
さ
ん
の
歌

を
贈
り
た
い
と
思
っ
た
。「
ダ
メ
も

と
で
頼
ん
だ
」
吉
田
さ
ん
の
思
い
に

新
垣
さ
ん
は
快
く
応
え
た
。
11
月

30
日
、
末
崎
中
学
校
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
現
、
被
災
地
に

希
望
の
讃
歌
が
響
き
渡
っ
た
。

　

あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
受
け
入

れ
、
自
ら
の
人
生
に
責
任
を
持
っ
て

生
き
る
新
垣
さ
ん
。
そ
の
姿
は
、
多

く
の
中
学
生
に
勇
気
を
与
え
た
。

　

吉
田
さ
ん
を
は
じ
め
実
行
委
員

会
は
、
中
学
生
だ
け
で
な
く
大
人

た
ち
に
も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
。

　

「
子
供
た
ち
を
育
て
る
た
め
に
は

多
く
の
目
と
手
が
必
要
。
他
の
親
、

祖
父
母
、
地
域
、
み
ん
な
の
知
恵
や

力
を
借
り
る
こ
と
が
大
切
」
と
。

　

両
親
さ
え
も
受
け
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
新
垣
さ
ん
は
今
、
全
て
の
人

を
受
け
入
れ
て
い
る
。
彼
の
生
き
方

か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、「
生
き
る

こ
と
と
は
」「
生
き
て
い
る
意
味
と

は
」「
生
き
残
っ
た
か
ら
に
は
」
な

ど
、「
生
き
方
」、
つ
ま
り
、
人
生
の

「
質
」
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

豊
か
な
人
生
に
は
、
必
ず
ド
ラ

マ
が
あ
る
。
ド
ラ
マ
は
自
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
注
ぎ
込
ん
で
つ
く
る
も
の
。

何
か
を
や
り
遂
げ
る
た
め
に
、
一
生

懸
命
頑
張
る
姿
は
、
そ
れ
だ
け
で

美
し
い
。
苦
労
を
乗
り
越
え
、
前
に

進
ん
で
い
く
姿
は
、
多
く
の
人
に
勇

気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
。
そ

ん
な
姿
を
見
た
人
が
、「
次
は
自
分
」

と
一
歩
踏
み
出
す
こ
と
も
少
な
く

な
い
。
笑
顔
と
涙
は
連
鎖
す
る
。
い

い
人
と
の
出
会
い
は
、
自
分
の
人
生

さ
え
も
変
え
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。

　

新
垣
さ
ん
の
歌
は
美
し
い
。
彼

が
歌
っ
て
い
る
間
、
そ
こ
に
は
上
質

な
時
間
が
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い

く
。
そ
れ
は
、
新
垣
さ
ん
が
素
朴
で

や
さ
し
く
て
温
か
い
か
ら
だ
。
新
垣

さ
ん
の
歌
を
聴
く
と
、
新
垣
さ
ん
の

話
を
聴
く
と
、
彼
の
歌
を
、
声
を
、

初
め
て
聴
い
た
人
で
も
豊
か
な
気

持
ち
に
な
れ
る
。
彼
と
初
め
て
会
っ

た
人
で
も
前
向
き
に
な
れ
る
。
そ
し

て
、
彼
を
好
き
に
な
る
。

　

光
の
な
い
世
界
に
生
き
る
彼
は
、

星
も
月
も
見
え
な
い
。
だ
か
ら
彼

は
自
ら
光
と
な
っ
て
、
多
く
の
人
た

ち
を
照
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
そ
う
思
え
て
な
ら
な
い
。　

希望の光
大切なことは

人を受け入れること

05

　中学生の皆さんが熱心に鑑賞してく

れたので、うれしかったです。新垣さ

んのメッセージも届いたと思います。
　思春期に「いじめ」などの問題で悩

んでいる子は多いです。いじめは、当
事者だけでなく周りの子や大人まで不

幸にします。中学時代は一番楽しい時

期なので、「みんなで仲良く、楽しく過

ごしてほしい」、そんな願いを込めて新

垣さんのコンサートを開きました。
　このコンサートの目的はもう一つあ

ります。大人がスクラムを組んで子供

たちをしっかり支えることができたら、
子供たちはもっと自由にチャレンジす

ることができると思います。ですから、
大人の人たちには「横につながろう」と
呼びかけたいです。親の言うことは聞

かなくても、友達の親が言ってくれた

　目が見えないこと、両親が離別した

ことなど、少年時代の私は何もかもが

嫌になりました。「自分には生きる価値

があるのか」と自問自答する毎日でし

た。自分を受け入れることができるよ

うになるまで、相当の時間がかかった

ことを覚えています。
　でも、牧師をはじめ、人生の節目節

目にいい出会いに恵まれました。そし

て、救われました。人生は出会いで変

わります。人は出会う人で成長します。
自分を肯定できるようになると、他人

を受け入れられるようになります。親
を恨んだり、許せなかったりした少年

時代のことも、少しずつ受け入れるこ

とができるようになりました。
　今年で歌手生活31年です。小中学

生時代に聴いてくれた人たちが、今は

親になってわが子を連れてコンサート

に来てくれます。本当にうれしいです。
私は音楽を通じてonly one（オンリー・
ワン）のメッセージを届けたいと思っ

ています。他人と比べて「自分には目

立つものが何もない」と思わないでく

ださい。どんな人にも、その人にしか

ない素晴らしいonly oneがあるのです。
技術を持っているとか、能力が優れて

いるとかじゃなく、人として存在してい

ること、それ自体が大切なことなので

す。「Doing」（何かをすること）ではな

く、「Being」（存在そのもの）を大切にす

る生き方をしてください。
　私は来年、還暦を迎えますが、あと

20年は歌いたいと思っています。つえ

と言葉と信念があれば、どこにでも行

けます。まだまだ歌うことができます。

ら聞くでしょう。たくさんの目と手で子

供たちを育てていけたら、親も楽だし、
子供たちも楽しいはず。みんなで協力

し合えば、親子関係も地域社会もきっ

とよくなります。それでたくさんの人た

ちに関わってもらいたくて、皆さんにカ

ンパをお願いしました。自分だけ、自分

の家族の幸せだけではなく、「みんなで

一緒に幸せになる」地域づくりに貢献

したいと思っています。
　コンサートは、50以上の団体と150

人以上の個人からカンパをいただくな

ど、たくさんの人に支えられて実現し

ました。16人のスタッフは「できる時に

できること」を合言葉に心を一つにし

て頑張りました。支えてくれた全ての

人に心から感謝します。来年もやりま

す。皆さん、ぜひ応援してください。

新垣　勉さん

人生は出会いで変わる

オンリー・ワンの価値に気付いてほしい

Aragaki Tsutomu Yoshida Keiko
Profile　あらがき・つとむ

1952年沖縄県読谷村生まれ。父は在日米軍人。生後間

もなく不慮の事故で失明。東京キリスト教短大、西南学

院大神学部卒。34歳で武蔵野音楽大声楽科に入学。
同大学卒業および同大学院修了。アンドレア・バランドー

ニ氏に師事

Profile　よしだ・けいこ

1956年大船渡市生まれ。93年結婚して一関市千厩町

へ。2009年３月養護学校教諭を退職。その後、一関市

内の学校でスクールカウンセラーを務めるなど、青少年

の健全育成に尽力。千厩町千厩在住。夫、息子、義父、
実母の5人暮らし、55歳。

Artist Interview Staff Voice

Aragaki Tsutom
u Success Story

Aragaki Tsutom
u Success Story

◦Human Special ︱Aragaki Tsutomu Succes Story  
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㊊10:00～11:30・狐禅寺公民館【萩荘】▶
11日㊌13:30～15:00・上大桑公民館▶
12日㊍10:00～11:30・赤猪子公民館【舞
川】▶10日㊋10:00～11:30・15区集落セ
ンター▶20日㊎10:00～11:30・17区公
民館
■栄養相談　日時・会場…10日㊋・23日
㊊9:00～16:00・一関保健センター
問健康づくり課☎21-2160
■玄米ニギニギ体操　日時・会場…▶11
日㊌13:30～・関が丘コミュニティセン
ター▶27日㊎13:30～・山目公民館
問食改（熊谷）☎23-1310

＜花泉地域＞
■ふれあい会　日時・会場…▶10日㊋
10:00～12:00▶23日㊊10:00～14:00・
花泉支所
■玄米ニギニギ体操　日時・会場…16日
㊊10:00～11:15・花泉支所
問花泉支所保健福祉課☎82-2216

＜大東地域＞
■デイケア　日時・会場…20日㊎9:30～
14:00・大東保健センター
問大東支所保健福祉課☎71-1211

 
＜千厩地域＞
■デイケア　日時・会場…20日㊎10:00
～・一関「まねき猫」
問千厩支所保健福祉課☎53-3952

 
＜東山地域＞
■骨コツ！貯筋教室　日時…13日㊎・27日
㊎13:30～15:30　対象…東山地域にお住
まいの65歳以上の人　内容…血圧測定、
健康相談、簡単な体操　費用…無料
■やまゆりの会　日時…20日㊎10:00～

1 月 の 健 康 コ ー ナ ー

14:00
■共通事項　会場…東山保健センター
問東山支所保健福祉課☎47-4530

＜室根地域＞
■おっと転ばん塾　日時…４日㊌・13日
㊎・19日㊍・27日㊎9:30～11:30
■健口！歯ッピー塾　日時…11日㊌9:30
～11:30
■ふれあい会　日時…20日㊎10:00～
14:00
■共通事項　会場…室根保健センター
問室根支所保健福祉課☎64-3805
 

＜川崎地域＞
■てんとう虫教室
❶調理実習　日時…10日㊋、24日㊋・31
日㊋10:00～12:00
❷障がい者アート交流　日時…【絵画】
10日㊋・31日㊋【遊書】24日㊋13:00～
15:00
■共通事項　会場…川崎公民館
問川崎支所保健福祉課☎43-4022

＜藤沢地域＞
■デイケアすみれの会　日時…12日㊍
10:00～15:00
■脱メタボ教室　期日…27日㊎15:30～
17:30
■ 発 達 相 談 　 期日…31日㊋10:30～
15:00
■共通事項　会場…藤沢保健センター 
■精神保健講演会　期日…25日㊌13:00
～15:00
■保健推進員会議　期日…25日㊌15:00
～16:00
■共通事項　会場…藤沢公民館
問藤沢支所保健福祉課☎63-5304

保健センター（3 ～ 4 カ月児健診は川崎
防災センター）
■ 4・5 歳歯科健診　18・19 年 7 月生ま
れの人は契約歯科医療機関で受診してく
ださい。
■藤沢地域　期日…【3～ 4カ月児健診】
18 日㊌【7・10・12カ月児健診】13 日㊎
【3歳児健診】20 日㊎　受付時間・会場…
13:00 ～・藤沢保健センター（3 ～ 4 カ
月児健診は 12:45 ～ 13:00・川崎防災セ
ンター）
問本庁健康づくり課または各支所保健福
祉課

日時・会場…24日㊋9:30～12:00・一関保
健センター　対象…1歳～1歳6カ月児健
康診査前の子供と保護者　内容・参加費
…栄養士・保健師の講話、調理実習、試食
など・200円　定員・受付期限…先着12
組・1月17日
問健康づくり課☎21-2160

日時・会 場 …10日㊋・24日㊋11:00～
12:00・一関保健所　検査の種類…▶Ｈ
ＩＶ▶ウイルス性肝炎▶性器クラミジ
ア―抗体検査
問一関保健所☎26-1415

＜一関地域＞
■健 康相談　日時・会場…【山目】▶19
日㊍10:00～11:30・笹谷分館▶24日㊋
13:30～15:00・上台公民館▶31日㊋
10:00～11:30・５区公民館【真滝】▶16
日㊊10:00～11:30・５区公民館▶17日
㊋10:00～11:30・下滝沢公民館▶23日

　子供の病気への対応や応急処置などを
看護師に相談できる窓口です。受け付け
は19:00～23:00（年中無休）。
問☎019-605-9000または☎#8000

■一関・花泉地域　期日（対象）・受付時
間…【3～ 4カ月児健診】25 日㊌（23 年 9
月 1 ～ 17 日生まれ）、26 日㊍（18 ～ 30
日 生 ま れ ）・12:45 ～ 13:00【9 ～ 10カ
月児相談】25 日㊌（23 年 3 月 1 ～ 16 日
生まれ）、26日㊍（17～31日生まれ）・8:45
～ 9:00【1歳6カ月児健診】19日㊍（22 年 6
月1 ～ 17 日生まれ）、20 日㊎（18 ～ 30
日生まれ）・12:45 ～ 13:00【2歳6カ月
児歯科健診】19 日㊍（21 年 7 月 1 ～ 18
日生まれ）、20日㊎（19 ～ 31日生まれ）・
8:45 ～ 9:00【3歳児健診】12 日 ㊍（20
年 7 月 1 ～ 17 日 生 ま れ ）、13 日 ㊎（18
～ 31 日生まれ）・12:45 ～ 13:00　会場
…一関保健センター
■大東・東山地域　期日・会場…【3～ 4
カ月児健診】18 日㊌・東山保健センター
【9～ 10カ月児相談】24 日㊋・大東保健
センター【1歳6カ月児健診】11 日㊌・
東山保健センター【2歳6カ月児歯科健
診】24 日㊋・大東保健センター【3歳児
健診】17 日㊋・大東保健センター　受付
時間…13:00 ～ 13:15（9 ～ 10 カ月児相
談は 9:00 ～ 9:15）
■千厩・室根・川崎地域　期日・受付時
間…【3～ 4カ月児健診】18 日㊌・12:30
～ 12:45【9～ 10カ月児相談】24 日㊋・
9:00 ～ 9:15【1歳6カ月児健診】26日㊍・
12:30 ～ 12:45【2歳6カ月児歯科健診】
24 日 ㊋・13:00 ～ 13:15【3歳児健診】
25 日㊌・12:30 ～ 12:45　会 場 …千厩

Health is Wealth

＊診療時間…9:00 ～ 17:00（歯科は12：00まで）
＊当番医を電話で確認してからお出掛けください
＊気仙沼（市外局番 0226）の当番医は災害時対応のため 
　診療時間が異なります

１月の小児・成人夜間救急当番医
月 日 医療機関 電話

4
㊌
西 菅原内科循環器科医院（涌津） 82-5528

東 かわさきファミリークリニック（薄衣）43-3770

5
㊍
西 一関中央クリニック（中央町） 21-1222

東 県立千厩病院（千厩） 53-2101

6
㊎
西 及川内科胃腸科クリニック（鳴神） 31-3131

東 菅野内科医院（摺沢） 75-2772

10
㊋
西 いとう脳神経内科（上坊） 21-8200

東 たかがね内科泌尿器科クリニック（千厩）51-1377

11
㊌
西 小野寺内科循環器科（末広） 23-5600

東 かわさきファミリークリニック（薄衣）43-3770

12
㊍
西 かとうこどもクリニック（山目） 33-2211

東 県立千厩病院（千厩） 53-2101

13
㊎
西 桂島医院（駅前） 21-8883

東 千厩ひかりクリニック（千厩） 51-1156

16
㊊
西 佐藤胃腸科内科医院（山目町） 23-9678

東 菊池内科医院（沖田） 74-2512

17
㊋
西 木村消化器内科（三関） 21-1311

東 猿沢診療所（猿沢） 76-2020

18
㊌
西 袋医院（花泉） 82-3316

東 かわさきファミリークリニック（薄衣）43-3770

19
㊍
西 氷室内科医院（青葉） 23-3185

東 県立千厩病院（千厩） 53-2101

20
㊎
西 西城医院（舞川） 28-2393

東 もりあい内科クリニック（千厩） 51-3322

23
㊊
西 さとう小児科医院（桜木町） 23-4020

東 本多医院（大原） 72-2133

24
㊋
西 誠信堂医院・小児科（涌津） 82-3434

東 谷藤内科医院（千厩） 51-3355

25
㊌
西 菅原内科循環器科医院（涌津） 82-5528

東 かわさきファミリークリニック（薄衣）43-3770

26
㊍
西 寺崎内科胃腸科医院（青葉） 23-6211

東 県立千厩病院（千厩） 53-2101

27
㊎
西 阿部内科クリニック（竹山町） 23-2918

東 吉田内科循環器科医院（大原） 71-2131

30
㊊
西 ひらいずみ内科クリニック（平泉） 34-1133

東 阿部医院（長坂） 47-3898

31
㊋
西 中野内科循環器科クリニック（山目）33-2311

東 菅野内科医院（摺沢） 75-2772

夜間こども救急相談電話

すこやか幼児教室

１月の健康相談・健康教室

１月の休日当番医
月 区分 医療機関 電話

１

㊐

西 内 一関中央クリニック（中央町） 21-1222
木村消化器内科（三関） 21-1311

外 かねた整形外科医院（山目） 33-1110
東 本多医院（大原） 72-2133

気仙沼 うちクリニック（東新城） 23-0087
小野寺医院（松岩） 23-9890

歯科 小岩歯科医院（大町） 23-2132
本多歯科医院（大原） 72-3223

２

㊊

西 内 ひらいずみ内科クリニック（平泉） 34-1133
菊池医院（銅谷町） 23-7100

外 かげやまクリニック（西沢） 26-1026
東 ひがしやま病院（松川） 48-2666

気仙沼 おだか医院（田中前） 22-3210
齋藤外科クリニック（東新城） 22-7260

歯科 こいわ歯科クリニック（山目） 33-1155
佐藤歯科医院（長坂） 47-3530

３

㊋

西
内 さとう小児科医院（桜木町） 23-4020
佐藤胃腸科内科医院（山目町） 23-9678

外 こいわ耳鼻咽喉科・アレルギー科クリニック（山目） 33-2117
東 藤沢病院（藤沢） 63-5211

歯科 佐々木歯科医院（青葉） 21-1182
千葉歯科医院（藤沢） 63-2315

８

㊐

西 内 袋医院（花泉） 82-3316
外 岩﨑外科医院（三関） 26-2488
東 菅野内科医院（摺沢） 75-2772

気仙沼 小野医院（唐桑町） 32-3128
葛内科胃腸科医院（田中前） 22-6750

９

㊊

㊗

西 内 中野内科循環器科クリニック（山目） 33-2311
外 菅原整形外科クリニック（銅谷町） 23-0501
東 谷藤内科医院（千厩） 51-3355

気仙沼 おだか医院（田中前） 22-3210
三条小児科医院（田中前） 23-0088

15

㊐

西 内 かとうこどもクリニック（山目） 33-2211
外 岩手クリニック一関（旭町） 21-5111
東 かわさきファミリークリニック（薄衣） 43-3770

気仙沼 中原クリニック（田谷） 23-1028
森田医院（八日町） 22-6633

22

㊐

西 内 いとう脳神経内科（上坊） 21-8200
外 すがわら皮膚科クリニック（山目） 33-2332
東 千厩ひかりクリニック（千厩） 51-1156

気仙沼 大友病院（三日町） 22-6868
条南整形外科（田中前） 29-6711

29

㊐

西 内 阿部医院（厳美） 29-2020
外 誠信堂医院（涌津） 82-3362
東 たかがね内科泌尿器科クリニック（千厩） 51-1377

気仙沼 小松クリニック（東八幡前） 21-5770
佐々木小児科医院（本郷） 22-6811
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Uemura SahoInterview
健康塾

　保健推進委員をしています。メタボ予防で始めたボール

運動で膝の痛みが緩和されました。有酸素運動で呼吸を

整えながら、いろいろな動きをするので頭の活性化にもな

ります。我が家の献立ては野菜と魚が中心。コレステロー

ルを抑えたメニューです。趣味は15年続けているボウリン

グ。月2回、主人らと共に3人制の大会に出場しています。

一
関
市
赤
荻　

57
歳　

パ
ー
ト

 

松
本
妙
子
さ
ん

Matumoto Taeko

ボウリングが楽しみ
ボール運動で頭の活性化

Voice
元気のひみつ

＊診療時間…18:00 ～20:00
＊当番医を電話で確認してからお出掛けください

１月の献血カレンダー
日 献血会場 受付時間
8㊐ イオンスーパーセンター一関店 10:00～16:00

12㊍
関生園 9:30～11:00
ニットーハイ㈱東北事業所 12:00～13:00

17㊋
市役所東山支所(※) 10:00～11:00
市役所大東支所潤い活力プラザ(※) 14:00～16:00

18㊌ 市役所本庁(※) 9:30～15:00
21㊏ ケーズデンキ一関店 10:00～16:00
22㊐ イオン一関店 10:00～16:00

25㊌
㈱ケイ・エムアクト 9:30～11:00
SWS東日本㈱一関工場 12:00～13:30
一関郵便局 15:00～16:30

26㊍
市役所千厩支所 9:30～11:00
㈱日ピス岩手千厩工場 12:00～13:00
県立千厩高等技術専門学校 14:30～16:30

１月の乳幼児・4・5歳歯科健康診査

本庁健康づくり課 ☎21-2160 花泉支所保健福祉課 ☎82-2216
大東支所保健福祉課 ☎71-1211 千厩支所保健福祉課 ☎53-3952
東山支所保健福祉課 ☎47-4530 室根支所保健福祉課 ☎64-3805
川崎支所保健福祉課 ☎43-4022 藤沢支所保健福祉課 ☎63-5304

＊(※) は成分献血です。５日前までに本庁健康づくり課ま
たは各支所保健福祉課に予約してください
＊天候などにより、時間や会場が変更になる場合があります
＊「はたちの献血キャンペーン」実施中

　

臨
床
心
理
士
と
は
、
心
の
専
門
家
の

こ
と
。
病
院
や
学
校
、
会
社
な
ど
で
相

談
者
の
不
安
や
悩
み
を
解
決
す
る
た

め
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。　

現

在
、
震
災
復
興
支
援
の
た
め
一
関
市
に

派
遣
さ
れ
、
心
の
ケ
ア
に
当
た
っ
て
い

ま
す
。

　

市
内
に
は
約
１
千
世
帯
の
被
災
者

が
お
ら
れ
ま
す
。
保
健
師
と
共
に
家
庭

訪
問
し
、
心
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ

て
い
ま
す
。
震
災
直
後
の
避
難
所
生
活

か
ら
離
れ
、
将
来
を
不
安
に
思
っ
た

り
、
心
細
く
思
う
人
が
大
勢
い
ま
す
。

シ
ョ
ッ
ク
な
出
来
事
が
あ
っ
た
後
に

寂
し
い
、
悲
し
い
な
ど
気
持
ち
が
落
ち

着
か
な
い
こ
と
は
ご
く
自
然
な
こ
と
。

す
ぐ
に
病
気
だ
と
は
決
め
付
け
な
い

で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
対
処
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の

悩
み
を
一
人
で
抱
え
込
ん
で
は
い
け

ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
身
近
な
人
に
相
談

を
。
話
す
こ
と
で
気
持
ち
が
楽
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
専
門
家

に
支
援
を
求
め
る
こ
と
で
、
具
体
的
な

助
言
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

血液検査・骨髄バンクドナー登録
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１

9

衣の地産地消を推進する「ワタノオト展」

１，２，３，４_会場に並べられた作品。既製品にはないぬ

くもりがある／ 5_ワタノオト展のお知らせと苦労して

作り上げた岩手育ちの綿布の紹介／ 6_会場に飾られた

さまざまな書や絵などの作品も展示会を盛り上げる／
7_会場に展示してある糸紡ぎ機。千葉さんはこれで糸

を紡いでいる／ 8_会場の我楽苦多亭芳春庵。昔ながら

の日本家屋の雰囲気が漂う／ 9_展示会場の様子。千葉

さん（写真㊧）は訪れた人に手作りの良さを丁寧に説明

１_夫婦岩サミット本会議の様子。千厩町観光

協会小野寺維久郎副会長が夫婦石（めおとい

わ）のいわれなどを説明した／２_サミット本会議

には市内外から多くの人が訪れた／３_22日に行

われた連絡協議会総会。席上では、惜しまれつ

つも同協議会の解散が決定／４_千厩が誇る観

光資源「夫婦石」の視察も行われた

　手紡ぎ、手織りにこだわった綿製品や味わい深い布製

品を展示・販売する「ワタノオト展」は12月２、３の両日、

千厩町の「我楽苦多亭　芳春庵」で開かれた。

　出品したのは、市内藤沢町の千葉もとこさんと花泉町

の山川真理子さん。会場には２人が手掛けた作品約100

点が並んだ。平日の開催だったにもかかわらず、多くの

人が訪れ、来場者は、見たり、触れたりして手作りの良さ

を実感していた。

　千葉さんは５年以上前から「自給自足のものつくり」に

　「夫婦」の名の付く地域資源を持つ全国の自治体

や観光関係団体などが参加する「全国夫婦岩サミッ

ト」（同サミット連絡協議会など主催）は11月22、

23 の両日、千厩町で開かれた。20 回目の今回は「子

孫繁栄」の象徴の夫婦岩に震災復興の願いを込め、

いい夫婦の日」（11月22日）に開かれた。

　91年の発足以来、最も多い時で13 団体が加盟し

た同協議会だが、財政難や市町村合併で加盟団体

の退会が相次ぎ、解散を決定した。

２３４

8

１

２３４

手作りのぬくもりを伝えたい
千厩町で最後の全国夫婦岩サミットPick_Up

取り組んでいる。綿の育成から紡ぐ、織る、染めるま

での全ての技術を独学で習得。試行錯誤しながら作

品を仕上げた。「料理と一緒で、回を重ねるたびにわ

かってくるし、慣れてきます」とにっこり。さらに「民

芸・工芸品と言えるレベルのものを作りたいですね」

と強いこだわりも見せる。

　「手作りの魅力は、既製品では味わえないぬくもり

や柔らかさ。ぜひ皆さんにも感じてほしいです」と自

らが推進する「衣の地産地消」をＰＲする。

7 5

6

　２日目のサミット本会議では、全国から集まった7

団体が、それぞれ夫婦岩の魅力などをアピール。地

元千厩町観光協会も夫婦石のいわれや観光の取り

組みなどを紹介した。

　サミット宣言では、協議会解散後も「夫婦のよう

に強く結ばれた絆」を末永く継承していくことを誓っ

た。参加者からは「20 年間も続いた夫婦岩の絆を大

切にしていきたい」と引き続き交流を続けたい声が

寄せられた。

地域資源の魅力を今後も発信Pick_Up2 1
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佐藤梢真君 さとう・しょうま

花泉小６年　花泉字町

夢は見るものじゃなく、叶えるもの

僕は２年生から花泉スポーツ少年団で野球をやっています。今年はキャプテンになり、ピッチャーで３番を打ちまし

た。夏の県大会（岩手日報杯三陸学童軟式野球大会）に出場したことがいい思い出です。練習はつらかったけれど、そ

のぶん勝つことができてとてもうれしかったです。中学生になったら、たくさん友達をつくりたいです。勉強を頑張

り、野球も続けたいです。いつも笑顔を忘れずに、みんなに元気を与えるような人になりたいです。

中学に進んだら

友達をたくさんつくりたい。

笑顔を忘れず

みんなに元気を与えたい。

DREAMS COME TRUE

│ わたしの夢 │ ＜第３回＞ │ 花泉小 │

I
-
Sty le

▼
本
号
か
ら
誌
面
を
完
全
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
ま
し
た
。
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

と
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
。
月
２
回
発

行
の
広
報
誌
に
、
よ
り
明
確
な
役
割
を

持
た
せ
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
感

想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

     　

    

（
伊
東
吉
光
）

▼
新
垣
さ
ん
の
歌
に
し
び
れ
ま
し
た
。

同
時
に
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
現
す
る

た
め
に
、
裏
方
で
頑
張
っ
た
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
実
行
委
員
の
皆
さ

ん
に
も
拍
手
を
送
り
た
い
で
す
。

  

（
畠
山　

浩
）

▼
表
紙
の
天
斗
君
。
夢
を
語
る
彼
の
凛

と
し
た
目
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

今
号
か
ら
始
ま
っ
た
新
シ
リ
ー
ズ
「
駅 

L
o
cal S

ta
tion

」、
い
か
が
で
し
た
か
？  

人
や
物
、
そ
の
想
い
ま
で
も
が
往
き
来

す
る
「
駅
」
に
ま
つ
わ
る
エ
ト
セ
ト
ラ

を
毎
月
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

（
小
野
寺
邦
毅
）

▼
今
回
の
特
集
は
難
し
い
テ
ー
マ
。
編

集
に
時
間
が
か
か
り
、
最
小
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
「
家
庭
」
を
お
ろ
そ
か
に
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
挽
回
す
べ
く
年
末

年
始
は
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
あ
、
大
晦
日
か
ら
元
旦
に
か

け
て
年
越
し
取
材
が
入
っ
て
た
…（
汗
）

（
佐
藤
正
利
）

▼
研
修
で
全
国
各
地
の
広
報
担
当
者

と
出
会
い
ま
し
た
。
最
近
は
Ｈ
Ｐ
で
他

市
町
村
の
広
報
誌
が
閲
覧
可
能
。
ネ
ッ

ト
環
境
が
整
っ
て
い
れ
ば
、
ど
こ
か
ら

で
も
当
市
の
広
報
誌
や
彼
ら
の
頑
張

り
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
便
利
で
す
。

　
　
　
　
　

（
新
田　

瞳
）

編
集
後
記




